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赤外線サーマルカメラによる
暗闇の監視強化

防犯・監視向　赤外線サーマルカメラ
光を一切必要としないフリアーシステムズの赤外線サーマルカメ
ラは、完全な暗闇、霧、煙の中でも鮮明な画像をとらえ、豊富なライ
ンナップで幅広いニーズにお応えします。

• 固定タイプ、パンチルトタイプ、各種レンズをご用意
• アナログだけでなくTCP/IPネットワークにも対応（ONVIF準拠）

フリアーシステムズジャパン株式会社
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-6-20
西五反田アクセス8F
電話 ：03-6277-5681
FAFAF X ：03-6277-5682
e-mail ：info@flir.jp

詳細は弊社ホームページで

www.flir.com/cvs

赤外線サーマルカメライメージ

一般的なCCDカメラ

FLIR SRシリーズ FLIR Fシリーズ

FLIR PTシリーズ

FLIR Dシリーズ

製品に関するお問い合わせは
お気軽に下記までどうぞ。
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　ソニーは、3月に米国で開催されたISC West2012において、

高画質差異化技術IPERA ENGINE（イペラエンジン）を発表し

た。

　IPERA ENGINEは、同社が開発したセキュリティの統合高

画質信号処理システムの総称で、フルHDで130dBのワイド・

　イッツ・コミュニケーションズは、事故防止対策、エコドラ

イブ、防犯対策などを推進するため、4月13日から全車両192

台にドライブ・レコーダを順次導入している。

　同社では、2008年より全営業車両に「こども110番の車」

　セルコは、焦電素子と特殊な光学系機構を組み合せることで、

半径12ｍ視野角90度の範囲内にいる温度差が1.5℃以上の人

を、移動や静止に関わらず、水平方向で2度の分解能、距離で

5段階の位置情報とともに、移動方向と検知情報を提供するセ

ンサを開発した。

ダイナミック・レンジView-DR機能を実現する。これにより

画像処理性能による最高画質のセキュリティ・カメラを実現す

ることができる。さらに、新型Exmor CMOSイメージ・セン

サを搭載することで、業界最高水準画質のセキュリティ・ソ

リューションを提供する。

ステッカを貼り、地域の子ども達の安全を見守ってきた。今回

はさらに、同社営業区域内を走行する全車両にドライブ・レコー

ダを設置し、映像を記録することで、移動式防犯カメラとして

防犯対策の推進にも寄与できるものと期待している。

　本センサは、位置情報によりオフィスの照明、肌に細やかな

空調設備の制御など、節電しながら人に優しい環境作りに応用

できるとしている。また高齢者の介護施設などでの倒れこみな

どの早期発見にも適用でき、プライバシを守りながら、安全・

安心・快適を作るためのセンサとしての活用をめざしている。

ソニー、画像処理の新技術IPERA ENGINEを発表

イッツ・コミュニケーションズ、全営業車両にドライブ・レコーダを設置

セルコ、人の移動・静止に関係なく位置を検出するセンサを開発

　タムロンは、各種レンズと魚眼レンズ搭載メガピクセルIPカ

メラの開発を発表した。発売時期については、順次発表の予定。

■メガピクセルレンズ Model M13VG850IR

　1. 3メガピクセル対応の高い光学性能

　2. NIR（Near Infrared）撮影時にもメガピクセル画質を提供

　3. 標準望遠域をカバーする8-50㎜

　4. 1／ 2.8型、1／ 2.7型センサに対応した広い有効像円を 

　　 確保

　5. 色収差の低減により色ニジミのない描写

　6. 性能を最大限に発揮できる高精度・高品質な構造

　7. コンパクトサイズで画期的なメガピクセル画質を実現

■一体型カメラ用コンパクトズームレンズ Model DF020

　1. 2メガピクセル／フルHD／ IR対応

　2. 3インチミニドームカメラに搭載可能なコンパクト設計
　3. 中望遠タイプ9-22㎜ F／ 1.6を実現　

　4. 遠隔操作アプリケーションに対応
　5. IR切り換え機構搭載で24時間監視が可能

　6. IR投光用LED取り付けに配慮した機構設計。

　7. 従来のシリーズよりも周辺解像度をさらに向上
　8. 様々なＣＭＯＳセンサ寸法を考慮した有効像円の設計
■メガピクセルIPカメラModel 300QV-P-CM

　1. 水平画角180度の魚眼レンズを搭載

　2. 高画質1.2メガピクセルHD出力

　3. 独自の画像処理技術の採用
　4. メカレス構造により高い信頼性を実現
　5. 汎用性の高い画像圧縮方式3タイプに対応

　6. 設置時に役立つ機能
　7. その他の機能

音声入出力対応／動体検知機能／2段階のパノラマ表示／

卓上モード／4分割表示

タムロン、各種レンズとカメラの開発を発表
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DYNACOLOR JAPAN株式

会 社 は 2 0 0 6 年 6 月 に 台 湾

DYNACOLOR INCの日本法人

として設立され、同社製品の

日本市場拡大を担っている。

DYNACOLOR INCは1991年に設

立されAOI(光学検査装置)を手

始めに、その卓越したイメー

ジプロセッシングの技術を活

用し、CCTVの世界へ参入し

た。独自のマーケティング手

法で市場の要求する製品を先

行開発し、タイムリーに新製

品を市場投入することで急速

に市場シェアーを拡大してい

る。開発・設計・製造・販売

を一貫して自社で実施する事

で高性能、高品質、短納期、

低価格を実現している。
主 な 仕 様

〒104-0031
東京都中央区京橋3-10-1 
NEWS京橋1201号
TEL 03-5524-6655
FAX 03-5524-6656
www.dynacolor.co.jp
info@dynacolor.co.jp

DYNACOLOR 
JAPAN

会
社
概
要

DynaGuard™ 900 
シリーズ

製 品 概 要 特 　 　 長
組込みLinuxシステム

フルHD ローカルモニタ出力

8 / 16 IPデバイス入力

 8  /  16C h  P o Eスイッチ搭載
（Gigabit / IEEE 802.3at / 100W）

IPカメラ・プラグ&プレイサポート

 内蔵8 SATA ポート ( HDD、
DVDRW 、e-SATA ポート)

 モバイルビュアー (iPhone、iPad、
Androidサポート)

01

02

03

04

05

06

07

高機能プラグ
＆プレイNVR

モデル DG980 DG960

システム / ソフトウェアー仕様

OS 組込み Linux

IPカメラ入力 最大 8CH 最大 16CH

フレームレート / 記録解像度 240 PPS @ 1080P / 720P / 480P(カメラに依存) 480 PPS @ 1080P / 720P / 480P(カメラに依存)

内蔵SATAインターフェース 3.5" HDD x 6; DVDRW x 1; e-SATAポート x 1

リモートソフトウェア DynaRemoteTM

アプリケーションソフトウェア Device Search, DVR Player, DynaGuardTM iCMS

ハードウェアー仕様

ネットワークポート(アップリンク) x 1, RJ-45, 10 / 100 / 1000 Mbps

ネットワークポート (PoE)  RJ-45 x 8, 10 / 100 / 1000 Mbps (PoE付) RJ-45 x 16, 10 / 100 / 1000 Mbps (PoE付)

PoE IEEE 802.3at

一般

電源 / 消費電力 システム: 100W, PoEデバイス: 90W システム: 150W, PoEデバイス: 190W

ネットワークDynaGuardTM 900 シリーズ NVRは、1080P フル
HDローカルモニタ、カメラのプラグ&プレイ機能で自動接続を
サポートする高性能ネットワークレコーダーです。さらにIPカメ
ラのデュアルストリームをサポートし、8 / 16ChのPoEハブを内
蔵しており、コンビニ、商店などの小規模から中規模監視システ
ムに理想的な製品です。

内蔵のローカルディスプレイ出力は、モニタに直結するだけで
フルHDのクリスタルクリアな画像を表示します。標準装備のプ
ラグ＆プレイシステムは、ネットワーク・ユーザー名・パスワー
ドなど煩わしい設定が一切不要。8 / 16 ChのIPカメラを自動接続
できます。IPカメラのデュアルストリームサポートと内蔵8 / 16 
Ch PoEハブにより、ネットワークのバンド幅の有効利用、カメラ
の電源配線不要などトータルコストの削減を提案します。

フリーバンドルのDynaGuard™ iCMS ソフトウェアを使え
ば、複数のDG900 NVRを組み合わせて、大規模システムの構築
ができます。さらに、モバイルアプリをダウンロードすると、
iPhone・iPad・Android スマートフォンを使って、リモート監視
もできます。
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　レノボ・ジャパンは、容積が1リットル大のデスクトップ

PC「Tinyシリーズ、第2世代オールインワンモデルとなる

ThinkCentre M92z All-In-One、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

ThinkStation新ラインナップを発表した。

　Tinyシリーズは、34.5㎜×179㎜×182㎜と1.1リットルと

非常にコンパクト・サイズPCでありながら、第3世代インテ

ル® Core™ プロセッサ・ファミリを搭載し、デスクトップ

PCに求められるパフォーマンスを実現している。筐体の一辺

がゴルフボール約4個分の同機は、オフィス用だけでなく組み

込み用PCとしても活用できる。オプションの専用ブラケット

を使用すれば、モニタ後方に設置できるVESA仕様となる。な

お、筺体をコンパクトしたことで、ポート類はオプションで、「シ

リアル・ポート」「USB2.0ポート」「DisplayPort」または「無

線LAN用アンテナ」の4つから選択することができる。さらに

外付けオプションとして、光学ドライブ、セカンドHDD、バッ

テリを用意している。

　第2世代オールインワンモデルとなるThinkCentre M92z 

All-In-Oneには、遠隔地とのWEB会議を円滑かつ快適に行う

ために、WEB会議に必要な内蔵HDカメラ、デジタル・アレイ・

マイク、および3ワットのドルビー社サラウンド・サウンド・

スピーカ2基を搭載している。またThinkVantage View 

Management Utility 2.0では画面を複数に分割し、利用者固

有の画面配置を設定しWEB会議での生産性を向上させ、遠隔

地とのWEB会議を円滑かつ快適に行うことができる

ThinkVoIPを提供する。

　インテル® Xeon® プロセッサE5ファミリ搭載ワークス

テーションThinkStationの新ラインナップは、D30／C30／

S30で構成している。ThinkStation D30は、インテルXeonプ

ロセッサE5-2600番台に対応し、最大8コア2基と、最大

256GBのメモリの搭載が可能。

レノボ・ジャパン、新製品と新ラインナップを続々と発表

　大日本印刷とアイデンティブは共同で、今後の普及が見込ま

れる近距離無線通信の国際規格であるNFCに対応し、接触と

非接触の両方のICカードが使える本人認証用読取／書込機

「NDI711」を開発した。

「NDI711」は、身分証などに使われるICカードのデータ読み

取りによる迅速な本人確認が可能で、掌サイズの小型化により

　法務省の有識者会議は、空港での出入国審査時間を短縮する

ため、生体認証による出入国審査の自動化の推進を提言した。

従来の出入国審査では、審査官が旅券や旅券内蔵ICチップに記

録されている顔写真と本人の顔を見比べて照合している。しか

し、審査時間がかかるため、顔、指紋、虹彩、手や指の静脈な

どの生体認証による識別で審査時間の短縮を検討している。 

指紋認証については、既に日本人および再入国許可を持つ外国

人を対象にした自動化ゲートを成田空港と関西空港、中部国際

空港と羽田空港で導入している。

　世界各国では、米国が2006年から全入国者に10指の指紋

データの取得を義務づけている。

設置場所の選択肢を拡げるなど、店頭での利便性を高めた。 

　今後両社は、NFCモジュールや端末の開発に加え、認証技

術を中核として、NFC搭載スマートフォンを利用したサービ

ス開発などを積極的に行い、NFCの商用サービスの立ち上げ

や市場活性化を推進していく。

　その他、英国、オーストラリア、韓国、香港、マカオ、シン

ガポール、マレーシア、カンボジアなどでも指紋認証システム

を導入している。我が国でも、2007年11月より日本国籍以外

の全て出入国者に対して、日本国内の全空港での両手の人差し

指の指紋と顔の画像を登録する生体認証を義務付けている。 

　また、米国、英国、オーストラリア、香港、韓国では顔認証

システムも導入している。

　しかし、指紋認証は偽造や整形、顔認証は経年変化や整形等

の懸念があることから、より高精度の識別が必要となっている。

法務省は、2012年度にどの方法がよいか比較実験を始め、

2014年度の導入を目指している。

大日本印刷とアイデンティブ、NFC対応の本人認証用読取／書込機を開発

法務省、生体認証による出入国審査自動化を推進
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インターシルは、映像監視市場向けハイブリッドIPベースの

セキュリティ・システムの普及を加速させるため、ソニーとア

ルトロニクス社との関係を強化する。

インターシルは、高性能アナログ、ミクストシグナルおよび

パワーマネジメント半導体の設計、製造で世界的な企業で、

SLOC™（Security Link over Coax）技術により、1本の同軸

ケーブル上で、レイテンシ・フリーのアナログ映像とHD IP映

像の同時伝送を実現している。

ソニーは、同社ハイブリッドIPソリューションにより、既存

のアナログSDインフラでのフルHD／HD IP伝送を可能とし、

次世代向けのイノベーションを目指している。さらに、ハイブ

リッド・ビデオ技術がセキュリティ業界における新たな標準を

IMSリサーチの調査によると、2010年から2016年までに出

荷される外部保管用ストレージが年間平均成長率52％で推移

することから、映像監視用ストレージ世界市場は力強く成長す

ると予測している。一方、企業内部保管用ストレージ市場も、

同一期間で36％の成長を予測している。両市場とも成長する

ものの、2014年に優位性の高い外部保管用ストレージが企業

内部用ストレージと置き換えが進むと予測している。

外部保管用ストレージは、DVRやNVR、企業内部保管用ス

トレージより用大量のデータ処理能力と記録容量に優れてい

る。

これは外部保管用ストレージの拡張性によるもので、膨大な

数量のハードディスクドライブを搭載し容量を拡大することが

ABIリサーチ社の報告によると、スマートカード、身分証、

データ収集、個人カードなどで、生体認証を含むID用認証市場

は、2016年までに累計で720億ドルに達すると予測している。

その大半を占めるのが国民IDとe-パスポートとしている。その

ピークは2014年で、150億ドルまで拡大すると見られる。

既に多くの国でスマートカードによる認証に移行を開始して

いるか計画決定している。これにより、様々なスマートカード

の需要が高まり、市場が活性化することになる。出荷ベースで

確立しつつあることから、セキュリティ市場でのハイブリッド

映像ソリューションの普及を促進する。

アルトロニクス社は、インターシル社のSLOC技術を採用し

て開発したイーサネット同軸アダプタのeBridge™シリーズ

で、ネットワーク・プラットフォーム上でのアナログからIPへ

の上級移行への道を拓くコスト効率の高いソリューションを提

供する。

インターシルとソニーとアルトロニクス社の３社は、それぞ

れの分野を代表する企業の連携により、SLOC技術の相互接続

性と標準化を確立し、市場でのハイブリッド映像の普及を加速

させる考えだ。

できる。

外部保管用ストレージ利用増加の結果は、多くのITベンダが

映像監視用に使用することが増大したことに起因している。例

を挙げると、ここ数年、EMC社やPivot3社、DDN社やHP社

などは、映像監視ソリューション向け市場でシェアを伸ばして

いる。

2012年版調査書では、ストレージの企業内部から外部への

移行は、大規模なIP映像監視の世界市場での特徴の一つと指摘

している。なお、この調査書は9種類の製品と10分野のエンド

ユーザ、世界30ヶ国や2010年から2016年までの期間におけ

る実績とストレージ容量について報告している。

見ると、2014年単年でそれまでに供給してきた旧来システム

の累積と同量の出荷が見込まれている。

この変更の鍵となるのがいくつかの国々の動きだ。フランス

およびブラジルそしておよびポーランドでは二方式による国民

身分証の発行に移行している。中国ではICによる国民ID身分

証への変更を検討している。ドイツやエジプトそして中国の国

民ID化事業では非接触方式によるシステムで既に成功してい

る。非接触方式採用の潮流は今後も継続すると思われる。

インターシル、ソニーとアルトロニクス社の両社との関係を強化

ITベンダ企業、大規模映像の外部保管用ストレージで利益を確保

政府や健康管理、国民ID用認証市場、2016年までに累積720億ドルに到達

ハイシャープは、品質保証と信頼性を
25年の実績で支えます
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　9.11委員会報告書では、旅券はテロリスト対策で武器と同

等に重要だとしている。これは生体認証に基づいた国境検査シ

ステムが潜在的な脅威を識別するソリューションとなった理由

である。また、電子パスポートや電子査証を採用することで、

生体認証を不法入国を減少させる目的を実行していることも意

味している。

　フロスト＆サリバン社の報告によると、2010年には19億7

千万ドルだった市場が2019年には87億4千万ドルまで拡大す

ると予測している。年々増加している人の移動により、電子パ

スポートや電子査証そして電子ゲートやそれらを支える基盤の

利用が必要となっている。それに伴い、国境検査市場は2011

年から2019年までに17.6％と2桁成長すると見ている。

　電子パスポートや電子査証そして電子ゲート・システムの一

般化は、生体認証協会や国際民間航空機関（ICAO）の基準、生

体認証技術に適合するように国際基準を開発している政府やシ

ステム・ベンダによるとことが大きい。

　また、ICAO加盟国での電子パスポートの強制的な導入によ

り、電子ゲート・システムの採用を後押しすることにもなる。 

電子ゲート・システムの採用はあらゆる国境検査市場で有効と

なる。また、それは乗客管理でも重要となる。国境検査が効率

的に流れるからだ。

　GIA（グローバル・インダストリ・アナリスト）社はスマート・

センサに関する報告書を発表した。本書によると、2017年ま

でに67億米ドルに達すると予測している。

　技術進展により製品サイクルが延びたことで、エンドユーザ

産業での導入が単価下落と相まって急速に増加したことに支え

られて成長している。MEMSのような先進技術の開発が市場

の将来性を高めている。

　センサ・ネットワークと高性能なセンサは、自動車や医療、

工業や娯楽、セキュリティや防衛などの多くの分野で、工程制

御や検出素子として使われている。これらの産業でのエンド

ユーザの変化は、センサ・ネットワークと高性能センサの先進

化により生じている。

　事実、ミクロ機械加工がセンサの製作アプリケーションの範

囲を強化し、微小工学とマイクロ電気機械技術が、センサ開発

　そのため、電子ゲート・システムは国境検査市場が最大市場

として継続し、採用期間としては2011年から2019年までの間

が最も成長する。国境検査市場で電子ゲート・システムの占め

る割合は、2010年の14.2％から2019年には37.7％まで増加

する。そして、電子パスポートは69.2％から51.6％に減少す

ると見られる。

　世界での乗降客数は2020年には16億人に達する見込みだ

が、国境検査を受ける人々はその必要性を認識している。しか

し、国境検査のシステム実現と個々の人権との複雑な関係およ

び費用により、ソリューションの導入を躊躇することも起きて

いた。特に、犯罪捜査での指紋識別を否定する運動により、個

別識別形式の採用が遅れることになった。さらに、データ保存、

窃盗と乱用へのデータおよび偽陽性の含意の脆弱性および偽陰

性に関するプライバシと市民的自由の関係を考慮して、採用に

抵抗残っていた。　この問題を考慮することはもちろん不可欠

だが、公共の福祉と一般生活でのプライバシを峻別することは

それ以上に重要となっている。

　それに加えて、国境検査におけるコスト増をどう抑えるかを

検討することもまた重要だ。すなわち、高信頼性の個人認証を

いかに低コストで実現するかがキーワードとなる。

と設計、コンパクト・センサの製造単価の改善に貢献している。

これにより、よりコンパクトな体内埋込型バイオセンサや生体

センサ、電子臭覚の開発と結びついている。

　最新の高性能センサ市場調査書に記載されているように、欧

州が世界最大市場となっている。次に北米市場が続いている。

アジア太平洋市場は最も成長している地域で年平均5.5%以上

となっている。アジア太平洋市場での成長は導入の第1段階に

あり、ローコストからの普及にあるからだ。

　高性能センサ市場に参画している主な世界企業は、ABB、

アナログ・デバイセズ、カスタム・センサーズ&テクノロジ

（CST）、デルフォイ・オートモービルLLP、イートン、ハネウェ

ル・インタナショナル、インフィニオン・テクノロジ、インベ

ンシス、モトローラ・ソリューションズ、オムロン、レイテッ

ク、ローバート・ボッシュ、シーメンス、横河電機など。

国境検査市場での生体認証導入、2019年には87億4千万ドル規模に

世界の高性能センサ市場、2017年までに67億ドルに達する
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【HD-CCTVとIPシステム】

　HD-CCTVは、アナログCCTVから始

まり、デジタルCCTVであるSD-SDIか

らHD-SDI規格の高解像度映像の実現に

至ったが、同様にHD/フルHD映像を提

供するIPネットワークシステムと対峙す

るのだろうか。結論から言えば、それは

両者が本質的に異なり、導入目的に応じ

て使い分ける関係にあることから、対峙

する関係にはない。

　HD-CCTVは、カメラおよびレコーダ

などのハードウエアとその伝送方式に関

する規格であり、HD/フルHD映像を提

供することを主眼としたシステムであ

る。一方、IPネットワークシステムは、

VMSを代表とするプラットフォーム上

で様々なインテリジェント機能を活用す

るシステムである。

　言い換えれば、HD-CCTVに多くのイ

ンテリジェント機能を求めることは本来

の機能を求めることと異なり、また、IP

ネットワークシステムにHD/フルHD映

像だけを求めることは、導入効果を享受

することに繋がらない。ここで、HD-

CCTVの役割と導入メリットを確認す

る。

【HD-CCTVの役割】

●識別できる映像の確保

　アナログCCTVは約30数万画素数の

ため、距離のある対象物を精緻に再現す

ることができない。しかし、HD-CCTV

は、HDで約3倍の高解像度の映像とな

るため、顔や服装などを識別できる映像

を確保できる。

●既設基盤の活用

　一般的に言えば、配線工事費用はアナ

ログCCTV防犯システム導入費用の

30％から40％程度を占める。

　しかし、導入後数年経過程度の場合、

同軸ケーブルはさほど劣化していない。

そこで、この既設基盤をそのまま利用す

ることで、不要となった配線工事費を

HD-CCTV機器の導入に活用することが

でき、イニシャルコストを抑えてHD/フ

ルHD映像を導入することができる。

【導入メリット】

●従来通りの設置方法を継承

　HD-CCTVの設置方法は、アナログ

CCTVと基本的に同一で、従来通りの設

置方法で行うことができる。これは、ア

ナログCCTV設置を担当している電気工

事業者が設置工事を行うことができるこ

とを意味する。つまり、これまで担当し

てきた電気工事業者に継続して工事も保

守点検も依頼できる。また、基本的な設

置は既設のアナログCCTVカメラに替え

て、HD-CCTV規格のカメラとレコーダ

を接続するだけで済む。

●従来通りの操作を継承

　従来通りの設置方法を継承するHD-

CCTVは、基本操作についてユーザが従

来通りの操作を継承することになる。つ

まり、アナログCCTVからHD-CCTVに

切り替えても、ユーザは新たに知識を身

につける必要がない。HD/フルHD映像

を確保するためにこの条件を最優先して

導入を決定しようとするユーザには、強

い動機となるだろう。

HD-CCTVの役割
【導入時の留意点】

●カメラの設置台数

　既設のアナログCCTVからHD-CCTV

に入れ替える場合、1台のDVRに接続し

ているカメラ台数が16台までがほとん

どであり問題にならない。しかし、入れ

替えを機にカメラ台数の増設を検討して

いる場合、DVRの増設が必要になるこ

とがある。その時に配線の増設も必要に

なることもある。カメラ増設を前提とし

ているならば、まず最終的なカメラの設

置台数を考慮すること、そして、それに

伴う機器の追加および配線工事の有無な

どを確認することが第一義となる。

●録画データ量の確認

　大容量のデジタルデータとなるHD-

CCTVで録画する場合、アナログCCTV

よりもストレージ容量の圧倒的に大きい

ものが必要となる。非圧縮方式録画で計

算すると、アナログCCTVの3倍から7

倍もの容量が不可欠となる。

●システム構築者の選定

　上記の留意点を考慮すると、HD-

CCTVへの切り替えを検討する際には、

画像圧縮の知識があり、必要なストレー

ジ容量の計算ができ、最適のソリュー

ションを提案できるシステム構築者を選

定することが重要となる。そのためには、

様々な監視システムに対する知識と経験

を有するシステム構築者であれば最善と

言えよう。
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PSIM（Physical Security Information Management）ソフトウエアは、センサデータを収集し、警告の対象になるイベントの
発生を検知する。多数のサブシステムからの情報を集約し、最良の措置を提案するのは簡単な作業ではない。本特集では、ネット

ワークマネジメントの統合やネットワーク構成に関する問題とその回避策について検証する。

シームレスな
データ・ストリーミングによる
効果的なセキュリティ対応
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PSIMは、購入後すぐに使えるような

製品ではないため、その普遍的な定義は

存在しない。PSIMプラットフォームの

大部分は、特定のビジネスリスクに対処

するために作られた顧客専用のものだ。

ベリント・システムズ社のマーケティン

グ担当副社長デブジット・ダス氏による

と、PSIMの普及を阻んでいる原因の一

つが、PSIMがあらゆる製品を統合可能

なプラグ&プレイの製品だという思い込

みだという。しかし、PSIMは単に様々

なサブシステムを統合するだけではな

い。様々なシステムからのデータを分析

し、評価して、直観的な判断や操作者と

のやり取りにより、適切な対応を行うソ

フトウエアである。

PSIMプロジェクトは、コンサルティ

ングやカスタマイズも含めて長期に及ぶ

プロセスだ。そして、PSIMは継続的に

評価する必要のある動的なソフトウエア

だ。成果を上げるには、様々な分野の専

門家を集めてチームを構成し、組織の全

体目標を設定する必要がある。「PSIM

の導入は、時間の経過とともに調整が必

要な、反復的な実装作業と考えるべきだ、

という事実に注意する必要がある」とタ

イコ・インタナショナルのグループ企業、

プロキシメクス社プロフェッショナル

サービス担当副社長アル・リーベル氏は

語る。

ソフトウエアの統合

PSIMに各種システムを統合するため

の方法の一つが、APIやSDKを使用する

ものだ。この場合、各システムにより、

多くの機能をサポートすることが可能に

なる。ただし、このアプローチは時間が

かかり、サブシステムを変更すると、相

当なメンテナンス作業が必要になる場合

が多い。「入退管理システムでは双方向

通信が行われる可能性があるが、火災検

知や侵入検知システムの場合は単方向通

信だ」とダス氏は語る。「当社では、数

種類のサブシステムを統合するためのイ

ンタフェースを開発している。しかし、

特定のベンダ製システムを統合するに

は、リソースと労力が必要だ」。

統合の障害になっているのが、サード

パーティPSIMアプリケーションからシ

ステム・データにアクセスするための

APIを、全てのベンダが提供しているわ

けではないという事実だ。「ベンダ各社

が、APIを提供しなければ技術の継続的

なセールスに支障をきたし、他社に取っ

て代わられるリスクが生じることを実感

するようになり、状況は変わりつつある」

とヴィドシス社のCTO、ジェイムズ・

チョング氏は語る。「システム構築社は、

顧客の要望を実現するために、PSIMベ

ンダとサブシステム・メーカの橋渡し役

を務めなければならない場合もある」と

AJAR-tec社技術担当取締役ジョウ・

ドゥッヒシェラ氏は語る。

標準化に関連して発生する統合の問題

は、単一の施設での案件でも、複数拠点

案件でも似たようなものだとコミュニ

ケーション・エンジニアリング・カンパ

ニ社エンジニアリング担当副社長ラン

ディ・モンテリウス氏は語る。「規格が

同じでなければ、異なるシステムを統一

した統合型セキュリティ管理プラット

フォームに組み上げるのは難しい。当社

では、この問題を克服するため、一定レ

ベルの統合機能や、プラットフォーム間

のカスタマイズした統合を実現するため

のSDKを提供することで定評のある

メーカを慎重に選択している。多くの場

合、こうしたシステムはローカルで使う

分には問題ないが、1つのシステムに統

合しようとすると難しい」。

PSIMへの統合において、標準化は依

然として最大の問題の一つだ。「ONVIF

やPSIAの取り組みが行われているとは

いえ、これさえあれば全てが連繋すると

いう標準プロトコルや標準APIには、ま

だお目にかかれない」とダス氏は述べて

ベリント・システムズ社
マーケティング担当副社長、
デブジット・ダス氏

 プロキシメクス社 （タイコ・イ
ンタナショナル）プロフェッショ
ナルサービス担当副社長
アル・リーベル氏

ヴィドシス社CTO、
ジェイムズ・チョング氏

コミュニケーション・エンジニ
アリング・カンパニ社
エンジニアリング担当副社長
ランディ・モンテリウス氏
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いる。

　そのため、PSIMソリューションは非

常に多様だ。「PSIMを利用して各種の

技術を統合する単一のアプローチが存在

しないため、PSIMに新しい構成機器を

追加する度に、専門サービスが必要にな

る。つまり、PSIMの契約では、徹底的

なコンサルティングやカスタマイズ作業

がその都度必要になる。そのため、エン

ドユーザにとって法外なコストになりか

ねない」とディーボルト・セキュリティ

社セキュリティ技術＆統合担当副社長

ジェレミィ・ブレチャ氏は語る。「この

問題は、標準化によって緩和される。現

在は、現場で長時間におよぶ設定作業や

専門サービスが必要だが、標準化により、

PSIM技術供与企業が提供するパッケー

ジ・ソリューションを、システム構築社

が実装できるようになる。このアプロー

チは最終的に、PSIM開発コストの削減、

技術の低価格化という恩恵をもたらす」。

ネットワーク構成

　PSIMのパフォーマンスには、ネット

ワーク基盤が決定的な役割を果たす。異

なる技術を共通のプラットフォームに統

合するには接続が必要だ。「PSIMを導

入するまで、接続が存在していない場合

が多い。つまり、実装作業を開始する前

の段階として、PSIMシステムの運用に

必要な基盤を構築しなければならない

ケースが多い」とブレチャ氏は語る。「エ

ンドユーザにとって、これが大きな障壁

になる場合がある」。

　映像には、入退管理、侵入検知、火災

検知よりも広いネットワーク帯域幅が必

要だ。「映像で広い帯域幅が必要なのは、

カメラ台数よりも映像を監視する操作者

の存在が原因だ」とナイス・システムズ

社セキュリティトレーニング＆開発担当

上級取締役ボブ・バナジィ氏は言う。1

つの施設に導入するシステムでは、ロー

カルネットワークを使用した送受信の問

題が起こる可能性は少ない。アダムコ・

セキュリティ・グループのアダムコ・

ファーイースト社のセールス＆マーケ

ティング担当取締役パトリック・リム氏

によると、帯域幅や伝送が問題になるの

は、帯域速度や信頼性が一律でない複数

のサブシステムを使用して、複数の拠点

や全市を対象としてPSIMを展開する場

合だ。「遠隔拠点の場合、帯域幅の問題

は顧客の立場ではどうしようもない。不

安定なあるいは非常に低速な伝送が、

PSIMの統合に大きな問題となる」。

　「おそらく、拠点間の映像の送受信が

この分野における最大の課題だろう。

WANの帯域幅が限られている場合や、

潜在的な遅延の問題がある場合は、劣悪

なユーザ体験の原因になりかねない」と

モンテリウス氏は語る。「ほとんどの企

業では、拠点の内部よりも拠点間の伝送

路が狭くなっている。そのため、遠方の

拠点からの映像の受信が低速になる虞が

ある。この問題を回避するため、映像を

点検する可能性が最も高いネットワーク

に映像をローカルに保存するようなシス

テム設計が考えられる。そうすれば、

WAN経由で映像を送信する必要がない。

映像圧縮技術の発達に伴い、この問題は

徐々に解消されつつある」。

　「帯域幅の確保に加えて、映像の録画、

送信、保存方法の決定が問題になること

が多いため、入念な計画が必要だ。例え

ば、当社が手がけた都市部の案件では、

既存の基盤ではPSIMシステムをサポー

トできないケースが多かった。この場合、

システム実現のみを目的として、PSIM

をサポートする専用の無線ネットワーク

とバックホール基盤を構築することが多

い」とブレチャ氏は語る。また、リム氏

は、「3G通信や衛星通信の使用が考えら

れるが、コストの問題があるし、3G通

信のサービス区域が整備されていない場

所も多い。また、既存システムの多くが、

ネットワークに負担を掛けないスマート

な帯域制限機能をサポートしていないた

め、データが大量の場合、映像伝送に問

題 が 生 じ る 」 と 語 る。「 以 前、

10BASE-Tの同軸インタフェースしか

サポートされないシステムに遭遇したこ

とがある。このインタフェースに対応す

るネットワーク機器が見つからず、大変

な苦労をした」。
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　「幸いにも、接続コストの低下、4G技

術の発展、新技術や接続方式の出現と

いった状況から、伝送の問題はいずれ克

服できるものと考えている」とブレチャ

氏は語る。

　「PSIMの導入において、特に様々な

サブシステムから入手した情報を関連付

ける必要がある場合は、NTP （Network 

Time Protocol） サービスが重要だ」と

リーベル氏は語る。「セキュリティ・ネッ

トワークにNTPサービスを導入してい

ない企業が多いが、映像システムと他の

セキュリティ・システムの時刻が同期さ

れていないと問題が発生する。時刻が同

一でないと、異なるサブシステムを正し

く関連付けることができない」。

　全ての環境に適したソリューションと

いうものは存在しない。「PSIMソリュー

ションの拡張性、必要な環境をサポート

する能力、サブシステムから入手したイ

ベントの処理能力に基づいて、ネット

ワーク・アーキテクチャを評価する必要

がある」とリーベル氏は言う。「どのよ

うなアーキテクチャなら企業のセキュリ

ティ要求の変化に適応できるかを、関係

者が評価しなければならない」。

　PSIMの接続先のシステムは非常に多

様であるため、PSIMソフトウエアその

ものに高度な柔軟性が要求される。「現

在、ほとんどのPSIMシステムが、クラ

イアントサーバ・アーキテクチャを使用

して構築されている」とブレチャ氏は語

る。「しかし新技術を利用するには、部

分的にピア・ツー・ピア・ソリューショ

ン・システムや、Webクライアント・

システムが存在するような、より分散型

のアーキテクチャが必要になる場合があ

る」。

　アーキテクチャは組織の環境に左右さ

れる。「ファット・クライアントとシン・

クライアントが混在する、ハイブリット・

クライアントを避けることが重要だ。リ

アルタイムな情報共有や、新しいシステ

ムや機器の統合、システムのアップグ

レードが困難になるからだ」とチョング

氏は語る。「ファット・クライアントと

シン・クライアントが混在していると、

シン・クライアントの利点が失われてし

まう。アップグレードや変更を行う際、

全てのコンピュータでファット・クライ

アントの構成機器を再インストールしな

ければならないため、ダウンタイムが発

生する。PSIMプラットフォームは年中

無休の稼働が前提であるため、アップグ

レードによるダウンタイムは運用面のリ

スクを引き起こす」。

　シン・クライアントサーバは外部のコ

ンピューティング・リソースに依存する

のに対し、ファット・クライアントは中

央のサーバーから独立してほとんどの処

理を実行する。シン・クライアントと

ファット・クライアントを組み合わせる

と、アプリケーション機能が不揃いにな

る、つまり、クライアントにより使用で

きる機能が異なる。

アクセス権

　複数の拠点や部門での管理権限やアク

セス権は、一定の階層構造に基づいて設

定する。適切なスタッフが適切な情報に

アクセスできるようにするため、PSIM

ソフトウエアでは、ユーザ・グループ、

階層、ルールを使用して電子メールやテ

キスト・メッセージの送信を行い、様々

なレベルの部門、部門内の各グループに

情報を送るとダス氏は語る。

ストレージ

　PSIMソフトウエアは、膨大な量のシ

ステム・データを取り扱うが、PSIMが

映像を録画するわけではない。「主力の

録 画 エ ン ジ ン で あ るVMS （Video 

Management Software：映像管理ソフ

トウエア）、NVR、DVRのメーカとの統

合を利用する」とCNLソフトウエア社

マーケティング・マネジャのアドラン・

フッサイン氏は語る。PSIMの導入の際

に、基盤になるサブシステムを適切に設

定し、PSIMソリューションがソース

データを参照するようになっていれば、

ストレージが問題になることはない。

　拠点が1ヵ所だけなら、SAN（Storage 

Area Network）に映像を直接保存する

ことができる。「現在、映像の保存は、

それほど難しい問題ではない」とモンテ

リウス氏は語る。「分散型システムでも、

映像をローカルに保存しておき、社内の

どこかに設けられた集中型SANへ定期

的にアーカイブすることができる。営業

時間中に他のデータ・トラフィックを妨

　PSIMは、サブシステムの最上位

に位置する付加的なソフトウエア層

である。PSIMの目的は、操作者に

よる状況の把握を支援することであ

る。導入先が1つの施設か、複数の

拠点かを問わず、PSIMは、操作者

や管理者が情報化に効率よく状況に

対処することが可能となる統一プ

ラットフォームを提供する。PSIM

の主眼は映像や警告情報ではなく、

各種センサやサブシステムから入手

した情報の関連付けだ。この機能に

より、複数の情報源から入手した

データを使用し、より情報処理化し

た対応を行うことで、積極的な問題

解決が可能になる。

PSIMは小規模店舗には向かない
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ナログ・インタコム・システムが使用さ

れている場合が多い」とリム氏は語る。

「IP電話、IPインタコム、IP PAシステム、

デジタル電話のSIP規格が出現したおか

げで、PSIMでは統合された通信システ

ムを導入できるようになった」。

導入後の問題

　PSIMプラットフォームは動的なた

め、絶えず変化するセキュリティ運用の

要求に適応するための継続的な保守点検

が欠かせない。「ソフトウエア契約を行

い、サポートと保守を受ける必要がある

し、パッチ管理も必要だ」とブレチャ氏

は語る。「最上位層のPSIMシステムだ

けでなく、PSIMシステムに接続する全

てのセキュリティ・システムの保守を行

わなければならない。PSIMの運用基盤

になるこれらの要素には、マンパワーだ

けでなく予算も必要だ。これらのシステ

ムの管理と継続的な保守点検の重要性

は、エンドユーザから過少評価されがち

で、PSIMが敬遠される原因になること

もある」。 

害することがないように、アーカイブを

営業時間外に実行するようにスケジュー

ル設定すればよい」。

　「ストレージは、とくに重大な問題が

見られなくなった分野だ」とブレチャ氏

は語る。「現場における保存、クラウド

の利用、サードパーティとの契約による

リモートストレージの利用など、非常に

多くのオプションが出そろい、エンド

ユーザが固有の要求に合ったソリュー

ションを無理のないコストで利用できる

ようになっている」。

通信

　それよりも大きな問題は、内部と外部

の通信だ。「従来のプラットフォームで

は、通信システムとしてPOTS （Plain 

Old Telephone Service） システムかア

•顧客はPSIMソリューションの導入

後、サブシステムのアップグレード

について入念に計画する必要があ

る。PSIMでは、統合のためベンダ

が提供するインタフェースが必要

になるため、顧客はサブシステムの

アップグレードに先立ってPSIM供

給社と相談する必要がある。

• PSIMは、継続的なケアとメンテナ

ンスが必要だ。ほとんどのセキュリ

ティ・システムと同様に、絶えず変

化が起こる。例えば、カメラやドア

リーダの増設や取り外しが定期的

管理について考慮すべき問題点
に行われる可能性があり、こうした

変更をPSIMの構成に反映させる必

要がある。

• IT基盤変更を文書化し、その影響に

ついて査定する必要がある。変更に

よりPSIMソリューションやサブシ

ステムの機能に影響が及ぶ場合が

ある。予定している変更について、

警備部門とIT部門が綿密に協議し、

技術の組織全体への影響を理解す

る必要がある。

出典：  プロキシメクス社 （タイコ・イ

ンタナショナル）
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マーケティング担当取締役パトリック・

リム氏によると、経営陣がPSIMを選択

する際に重視するもう1つの項目は、

TCO（ToToT tal Cost of Ownership）の削

減だという。「調達に関する意思決定は、

システムの額面価格に基づいて行われる

場合が多い。しかし大規模なPSIMが必

要ということになると、人件費の節約、

管理やサポートの費用、拡張に必要な費

用、技術工程表も検討事項に含めなけれ

ばならない」。

調達でのその他の検討事項として、既

存システムと導入予定システムとの統合

の容易さがある。「サブシステムとの間

で情報を送受信する能力だけでなく、そ

の情報や、他の最新情報との関連性を情

報化して表現する能力が非常に重要だ」

とアンリミテッド・テクノロジ社ITマネ

ジャのジェイソン・トロウスタ氏は言う。

CNLソフトウエア社マーケティング・

マネジャのアドラン・フッサイン氏も同

意見だ。「PSIMソリューションを選ん

だ理由を最高経営幹部に聞くと、いくつ

もの項目を挙げるが、引き合いに出され

ることが最も多いのは、セキュリティ運

営全体の可視性だろう。セキュリティと

組織のその他の部分の協調性が生まれ、

技術利用により積極的な意思決定が促進

され、計測可能な成果が得られることは、

メリットが非常に大きい」。

組織統合の困難さ

PSIMの目的は、運営者に最も重要な

情報を提供するだけでなく、操作者が複

数の情報の意味を理解できるようにする

ことだ。対応措置の完備に必要なものは、

PSIM技術だけではない。全ての関係者

による基本理念管理が最も重要だ。「当

社の経験によると、最大問題の一つが、

PSIMシステムが複数の部署にまたがる

傾向がある点で、これらの関係先から

PSIMシステムに対する合意や協力をい

かに引き出すかが重要だ」とトロウスタ

氏は語る。

PSIMは、セキュリティだけでなく、

IT、人事、施設管理にも影響を及ぼす。

「PSIMの導入の責任や影響力は、社内

の複数の関係先すなわち複数の部署に及

ぶ」とディーボルト・セキュリティ社セ

キュリティ技術＆統合担当副社長ジェレ

ミ・ブレチャ氏は語る。「例えば、PSIM

の管理対象であるサブシステムを接続す

警備員だけでなく、管理職もPSIMプ

ラットフォームを使用する。PSIMソ

リューション供給企業は、全てのユーザ

の要求を満たし、カスタマイズして、柔

軟性のあるソリューションを設計しなけ

ればならない。「現在の景気情勢では、

ほとんどの企業の最高経営責任者がリス

クの軽減を第一に考えているが、ROI

（投資収益率）や技術投資の将来性も同

じくらい重要な基準だ」とタイコ・イン

タナショナルのグループ企業プロキシメ

クス社プロフェッショナルサービス担当

副社長アル・リーブル氏は語る。「リス

クの軽減の基準は導入先により異なる

が、一般的には、事件による損害の発生

状況とPSIMソリューションにより状況

がどれだけ解消されるかが問題になる。

大部分のPSIMプラットフォームでは、

『壊れたら、すぐに交換する』という方

式やカスタマイズが必要な統合を回避す

るための措置がROIの根拠になる。また、

PSIMの導入により、誤認による警報発

生から生じる損失、事件発生による損害

額、トレーニング費用も削減できる」。

アデムコ・セキュリティ・グループの

アデムコ・ファーイースト社セールス＆

サブシステムを統合してネットワークを構成するには、時間も労力も必要である。PSIM（Physical Security Information
Management）は、組織的な対応のために実行すべき処理、通知すべきスタッフ、通信の方法を規定した詳細な基本理念などがあっ
て初めて、成果が期待できる。この基本理念作成プロセスには、関係者全員の協力と共通認識が必要だ。

組織的な対応を実現するPSIM
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る場合、相互の取り決めが重要である。

PSIMによるこれらのシステムへの影響

について、包括的な協定を成立させる必

要がある。さらに、サブシステムが

PSIMに組み込まれた後に、そのサブシ

ステムの所有者が引き続きシステムを運

用し保守する方法についても、工程を明

確化しておく必要がある。それぞれの関

係者が特定の役割を担い、工程の早い段

階で役割を明確に規定する必要がある」。

　関係者の様々な要求を確実に満たす

PSIMシステムを構築するには、その設

定と構成の段階が重要だ。「権限の許諾

には、PSIMソリューションにおける権

限の階層構造を確定するための、何らか

の法的なプ工程が必要だ」とフッサイン

氏は語る。「それにより、こうした法的

な取り決めに100%準拠したシステムに

なり、訴訟のリスクが軽減され、可視化

した情報を迅速に配信できるようにな

る。さらに、ソリューションをカスタマ

イズし、業務上の必要性に基づく機能へ

のアクセスなど、各ユーザの職務に適合

したユーザ環境が実現できる。その結果、

各部署に所属するユーザに、適切な情報

を適切なタイミングで提供できる」。

　「広い視野から考えると、PSIMはあ

くまでもツールだという事実を忘れない

ことが重要だ。PSIMの導入により、組

織内の各部門やグループの連携の必要性

がなくなる訳ではない。また、計測可能

な目標がなければ、成功はおぼつかない」

とブレチャ氏は語る。「管理規定、シス

テム接続方法、役割分担を決定するため、

最初は相当な時間を費やさなければなら

ない。この点については、手っ取り早い

方法はない」。

　複数の拠点を結ぶ組織的な統合は、業

務の手法に影響するため、さらに難しい。

「例えば、1つの都市全体をモデル化す

るのは、一晩のうちにできるような仕事

ではない。モデル化後、それぞれの部署

にそのモデルを展開し、地域的な区分を

設定するためのプランが必要になる」と

ベリント・システムズ社マーケティング

担当副社長デビジト・ダス氏は語る。「し

ばしば見かけるのは、セキュリティ責任

者がPSIMの導入を望んでいても、展開

に対する経営陣からの支援が得られない

という状況だ。経営陣からの支援は、業

務プロセスに影響する。例えば、都市環

境内で発生する事象への対策を変更しよ

うとしても、1つの部署の独断で進める

わけにはいかない」。

　慎重な計画とはいっても、関係者は各

自の要求をはっきり打ち出さなければな

らない。「2つの部署の間で、もう一方

の部署に映像の利用を許可しても差し支

えないかどうか、合意に達することがで

きない状況を見たことがある」とダス氏

は語る。「このような問題は技術では解

決できない」。

　複数の拠点や全体を対象とする案件の

場合、変化は困難を伴う。「今まで自主

的に活動していた部署同士が、共有や統

一を強いられる結果、権力闘争につなが

り、移行に問題が生じ、案件の実施が危

うくなり、ついには失敗に終わる虞もあ

る」とインタグラフ社セキュリティソ

リューション戦略担当上級取締役ボブ・

スコット氏は語る。「原則、方針、運用

の概念を、組織が本当の意味で自己評価

して変革しない限り、世界中の技術を

もってしても導入を成功させるのは不可

能だ」。

　「複数の拠点や市全域を対象とした状

況管理の最善策は、監視対象になるあら

ゆる種類の状況、状況への対応、対応で

の関係者の役割について、関係者全員の

同意を取り付けることだ」とヴィドシス

社CTOジェイムズ・チョング氏は語る。

「同意が成立して初めて、各関係者がそ

れぞれの役割に関係する情報を監視し、

対処することが可能になる」。

　「公的機関と民間企業が双方の強みを

活かしながら、この種の業務に共同で取

り組むケースが一般化しつつある」とリ

ディーボルト・セキュリティ社
セキュリティ技術＆統合担当
副社長
ジェレミ・ブレチャ氏

 アダムコ・ファーイースト社
セールス＆マーケティング担当
取締役
パトリック・リム氏

インタグラフ社
セキュリティソリューション
戦略担当上級取締役
ボブ・スコット氏

ナイス・システムズ社
セキュリティトレーニング＆
開発担当上級取締役
ボブ・バネルジ氏

 CNソフトウエア社
マーケティング・マネジャ
アドラン・フッサイン氏
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ム氏は語る。「以前は1つの機関が主体

になり、他の機関と連絡を取りながら対

応を行うケースだけだった。現在では、

そうした業務を高い費用対効果で実行し

ている経験豊富な民間企業に、一部の機

能を外注するケースが増えつつある」。

冗長性

　PSIMは、他のサブシステムの最上位

に位置するソフトトウエア層であり、

個々のサブシステムを接続し統一した統

合型のセキュリティ運営を行う目的で設

計されている。「PSIMがダウンしても

サブシステムは正常に稼働し、自己完結

的に動作する」とナイス・システムズ社

セキュリティトレーニング＆開発担当上

級取締役ボブ・バネルジ氏は語る。

「PSIMソリューションがダウンすると2

つの問題が起こる。まず、状況認識力が

失われる。次に、運営者が事件発生時の

対処方法がわからなくなる」。

　このアプローチの性質上、PSIMを通

じて接続される各サブシステムは、独立

した動作を維持することができる。「そ

れにより、情報化したPSIM層に何らか

の問題が発生した場合、ネイティブなア

プリケーション自体がバックアップとし

ての役割を果たす」とチョング氏は語る。

「ネットワーク側からの冗長性を、企業

ネットワーク上で動作する重要なアプリ

ケーションとして扱う必要がある」。

　「組織においては、システムのリスク

と二重の経路が必要かどうか、システム

を存続可能にするには、どのレベルの冗

長性が必要かを理解しなければならな

い」とブレチャ氏は語る。「他のITシス

テムと同様、PSIMシステムにもバック

アップ方式と災害復旧基盤つまり他の第

1層のITシステムに適用されるような非

常時の対応やプロセスが必要だ」。

よりスマートな対応

　PSIMは融合型のプラットフォームで

あり、最も必要とされる情報を提供し、

非常時の最良の措置を提案するように設

計してある。個別のシステム同士を統合

するため、PSIMでは、ネットワーク接

続のある環境が必要だ。ただし、サブシ

ステムの統合がPSIMの主眼ではない。

PSIMの主眼は運営の概念であり、最も

重要なのはイベントへの対処方法だ。

PSIMにおいては、ユーザの要求を確実

に満たすための継続的な開発が必要だ。

この工程では、カスタマイズ作業と時間

が必要だ。システム構築社とPSIMベン

ダ、メーカの協力により技術的な問題は

解 決 で き る が、SOP （Standard 

Operating Procedure） を定めるのは顧

客の責任だ。PSIMソフトウエアは何を

すべきかを教えてくれない。企業は、自

社の目標を定義し、ソフトウエアを利用

して目標を達成する必要がある。PSIM

導入を成功に導くには、サブシステムの

統合とネットワークの構成だけでなく、

組織全体の効果的な情報交換が鍵にな

る。 

は全く異なる。旧来のアナログ・シス

テムの場合、PSIMプラットフォーム

との併用にはカスタマイズが必要にな

る可能性もあるが、ネイティブなIPシ

ステムの場合それほど面倒ではない。

3. IP＋セキュリティ： 電子的なセキュリ

ティとネットワーキングの両方を熟知

したシステム構築企業かどうかを、事

前に確認しておく必要がある。必要な

統合とサポートを提供できる経験豊富

なシステム構築の選択企業が重要だ。

カスタマイズしたソリューション

PSIMの普遍的な定義や規格は存在しな

いが、優れたPSIMプラットフォームは

以下を実現する。

•管理職と運営者のそれぞれ異なる要

求を満たすカスタマイズ

•拠点や関係者別に階層化された権限

レベル

•集中型、非集中型の監視システムと

の円滑な連繋

•サブシステムがダウンした場合でも

安定した動作

•潜在的な脅威の検知と適時な対応

•データをシームレスに取得し、単一

の分析可能なアーカイブ形式に変換

•運営者の対処に必要な時間を短縮し、

ワークフローを効率化

• ROIの実証

　PSIMは微調整とメンテナンスが絶え

ず必要なため、導入は容易ではない。企

業経営者と関係者は、いくつかの検討事

項を頭に入れておく必要がある。

1. 価格： 統合する機能やサブシステムが

多いほど、支払う金額は高くなる。

PSIMの展開形式は様々であるため、

実際に発生するコストや金額に比例し

た価値について、顧客とシステム構築

社とベンダが合意する必要がある。

2. PSIMはプラグ&プレイではなく、機

能を使いこなすにはトレーニングが必

要だ。他のサブシステムの最上位に位

置するPSIMのインタフェースや操作

方法は、サブシステムのユーザ環境と

PSIM選択上のヒント

特集
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VMS（Video Management Software：映像映像映 管理ソフトウエア）とは、文字通り映像映像映 監視システムを管理するソフトウエアのこ

とだ。かつては、様々なカメラから送られる映像映像映 ストリームを監視するという意味だったが、IP革命の時流に乗り、複雑複雑複 化する、

相互接続したセキュリティシステムの要求に対応するために、オープン・プラットフォームVMSが勢力を強めている。しかし、

IPネットワークは複雑複雑複 なため、VMSプロバイダは、問題を解決するために、これまで以上に異業種交流的なアプローチを採用す

る必要に迫られている。

IP映像が
オープン・プラットフォームVMSに
与える試練

製品特集



ユーザは、VMSを使用することによ

り、効率的かつ効果的に映像監視システ

ムを利用することができる。VMSは、

DVRに組み込まれたソフトウエアとい

う形を取る場合もある。しかし、アナロ

グからIPへの変革が進むにつれて、ソフ

トウエアのみのVMS、とくにオープン・

プラットフォームVMSがセキュリティ

業界で支持を得ている。

オープン・プラットフォームVMSが

上昇気流に乗っている理由は、エンド

ユーザが、より豊富な選択肢を望んでい

るからだ。オープン・プラットフォーム

VMSでは、様々なサードパーティ・メー

カの監視用ハードウエアを使用すること

ができる。監視システムにおいて、ある

メーカ製のHDカメラ、別のメーカ製の

PTZカメラ、さらに別のメーカ製の映像

解析装置といったように、エンドユーザ

の好みに応じて製品を選択し、1つの

VMSプラットフォームを使用して全て

の構成機器を管理することができる。「顧

客ができるだけ多くの選択肢の中から必

要に応じて選択し、当社のソリューショ

ンを活用できるようにしたい。当社は

オープン・プラットフォームをモットー

にしているため、ハードウエアの選択の

幅が広がる」とベリント・システムズの

マーケティング担当副社長デブジット・

ダス氏は言う。

対照的に、DVRに組み込まれている

VMSなどは、特定のメーカ製ハードウ

エア用に専用化している。導入する監視

用ハードウエアの大部分が1社のメーカ

の製品であれば、それでも問題はない。

しかし、監視システムを拡張したり、特

殊な製品が必要になったりする場合は、

そういう訳にいかなくなる。オープン・

プラットフォームVMSなら、様々なベ

ンダのソリューションの導入や、監視シ

ステムの将来のアップグレードが容易に

なる。

家電製品に囲まれた我々の生活では、

ミックス&マッチという概念は単純に思

える。どのメーカのイヤホンでも、デス

クトップ/プ/プ ノートパソコン、タブレット

PC、スマートフォン、MP3機器など、

どの製品にも差し込むことができる。家

電製品に相互運用性があるのは、規格が

存在するからだ。ところが、オープン・

プラットフォームVMSでは、プラグ&プ

レイがまだ実現されていない。

セキュリティの規格は確かに存在す

る。最も広く普及しているネットワーク

監視の規格はONVIFだが、残念ながら、

家電製品の規格と比べると大きく立ち遅

れているのが現状だ。ONVIF準拠の監

視カメラをONVIF準拠のVMSに接続し

ても、相互運用性が成立したことにはな

らない。準拠機器のあらゆる機能をサ

ポートできるほどONVIFが包括的では

ないことが問題となっている。様々なタ

イプのVMSがあり、ONVIFの範囲を逸

脱する様々なカメラが存在する。その結

果、システム上での機器の統合能力が損

なわれている。

セキュリティ業界で真の完全な標準

化が実現されるまで、各メーカが協力し

て、製品の互換性を確保する必要がある。

全ての映像監視デバイスとVMSの高度

な統合を実現し、ユーザに提供するには、

これが唯一の方法だ。しかし、相互運用

性への第一歩として規格が必要である点

に変わりはない。真のオープン・プラッ

トフォームでないVMSは、統合プロセ

スにおいて様々な問題が生じる可能性が

ある。「メーカによっては、自社製のシ

ステムを『オープン』に見せる『アドオ

ン』を開発している場合もある。しかし、

そのようなシステムで真の統合が必要に

なれば、プロトコルを『オープン』にす

るために追加費用を払わざるを得ない」

とアデムコ・セキュリティ・グループの

アデムコ・ファーイースト社セールス＆

マーケティング担当取締役パトリック・

リム氏は語る。

多くのベンダが多くのサードパー

ティ企業と協力して、オープン性の確保

に努めているのは明るいニュースだ。一

方、最新の開発成果に歩調を合わせるの

は難しいという問題点もある。オープン・

プラットフォームVムVム MSのベンダは、カ

メラの動向を絶えずチェックするだけで

なく、入退管理システム、侵入警報、解

析システムなど、増える一方のセキュリ

ティ・システムに目を光らせていなけれ

ばならない。

市場に出回る製品の多さを考えると、

これは容易ではない。「サードパーティ

製のハードウエアやソフトウエア製品な

どとのソフトウエア相互運用性のニーズ

が拡大している。製品開発に関して当社

が抱えている問題の一つが、この要求へ

の対応だ」とジェネテック社プロジェク

ト・マネジャのフランシス・ラチャンス

氏は語る。「一般にVにVに MSはソリューショ

ンの核にあたる部分であり、オープン・

プラットフォームとして、様々なネット

ワークカメラ、エンコーダ、ストレージ

技術、サードパーティ製セキュリティ・

ソフトウエアとの接続性が要求される。

各技術では独自のAPI/SDKが使用され

ており、それらを統合する必要がある」。

最初の統合後、製品がアップグレード

される度に、パートナ企業とのコミュニ

ケーションが必要になる。これは技術的

に難しい問題ではないと思うかもしれな

いが、細心の注意と継続的なコミュニ

ケーションを必要とする作業である。
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VMSベンダが最新のハードウエアにつ

いて完全に掌握したとしても、作業の過

程で、以前は確保できていた互換性が失

われてしまうこともある。

ソフトウエア同士を統合する場合、状

況はさらに複雑だ。ハードウエアとソフ

トウエアの互換性は、どちらかと言えば

時間と労力の問題であるのに対し、ソフ

トウエア同士の統合は、ビジネスモデル

の問題にまで発展する場合が少なくな

い。「状況によっては指揮統制が必要に

なり、他のソフトウエア・ベンダとの統

合が必要になる場合もある」とダス氏は

語る。「VMS企業は、お互いに協力し合

うほど開放的ではない場合がある。例え

ば、当社がある官庁の仕事をしていると

仮定しよう。別のVMSベンダを使い、

独自の指揮統制権を持つ別の官庁が、こ

ちらの官庁の映像にアクセスしたい場合

がある。安全な環境を維持しながらイン

フラを活用するには、ソフトウエア・ソ

リューション同士が相互に対話可能でな

ければならない」。

このような各部分を全て確実に連携

させるには、膨大なコミュニケーション

と交渉が必要となる。残念ながら、映像

監視の様々な側面で、技術とは無関係な

部分に大変な労力を費やさざるを得な

い。パートナに常に最新の情報を提供し

ているメーカもあるが、自社の開発成果

を積極的に公表しない

メーカもある。製品発表

に先立ってパートナに情

報を提供することで、製

品の発売時点から相互運

用性を確保することが可

能になる。情報提供が行

われない場合、パートナ

の対応は後手に回ること

になり、互換性の品質面

でも、ビジネス関係という点でも望まし

くない。「当社のVMSの場合、35～ 40

社のメーカ製カメラを統合することが可

能だ」と、アイメティス社のCEO、マー

ク・ホルテンホフ氏は語る。「カメラの

機種が非常に多く、製品ロードマップが

それぞれ異なる。フォロゥしていくのは

容易ではない。相互の情報交換が頻繁に

行われなければなおさらだ」。

SIerの重要性

統合を適切に行うには、有能なSIer（シ

ステム構築者）によるサービスが必要だ。

監視システムがアナログだった時代、全

ての構成機器がプラグ&プレイで、導入

時の統合は不要だった。しかし、IP映像

の統合は複雑なため、正常に機能する映

像監視システムの実現には、SIerが決定

的な役割を果たす。

アナログからIPへの移行に伴い、SIer

は導入プロセスを再学習する必要に迫ら

れている。「IPの融合に伴い、SIerの立

場ではVMSの学習という関門を克服し

なければならなかった」とジョンソン・

コントロールズ社のグローバル・セキュ

リティ・テクノロジ&効率性達成担当マ

ネジャのゲリィ・ピットマン氏は語る。

「以前よりも複雑な世界であり、ネット

ワークカメラ、ストレージ、ネットワー

キングなど、理解すべき事柄が増えてい

る。セキュリティ業界がITの世界に移り

つつある。成長に伴う痛みがあるのは確

かだ。ITの知識がなければ、このような

システムは構築できない」。

完全な規格が存在しないため、SIerは、

ベリント・システムズ社
マーケティング担当副社長、
デブジット・ダス氏

ジェネテック社
プロジェクトマネジャ、
フランシス・ラチャンス氏
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ハードウエアがONVIFに準拠している

だけでなく、VMSとの互換性があるか

をチェックする必要がある。G4S テク

ノロジのグループ企業、AMAG テクノ

ロジ社セールス＆マーケティング担当上

級副社長マット・バーネット氏によると、

SIerが供給者の選択を誤らず、関係する

全ての供給者と想定の点検を行っている

限り、統合型のセキュリティ管理システ

ムの構築と導入は比較的簡単で、カスタ

ム開発は不要だという。

ただし、SIerは互換性や相互運用性に

関する未解決の問題にも対処しなければ

ならない。「導入中に起こりがちな問題

として、ファームウェアの最新版に未修

正のバグが存在したり、特定のメーカの

製品をシステムで利用するにもかかわら

ず、その製品がVMSプラットフォーム

の最終的な互換性テストに含まれていな

かったことが判明したりするというケー

スがある」とノース・アメリカン・ビデ

オ社エンジニアリングサービス＆マーケ

ティング担当副社長スティーブ・マリア

氏は語る。「こうした問題の大部分は簡

単に解決できるが、貴重な時間が失われ

る」。

システム構築企業のアデムコ社は、

数ヵ月前にそのような問題に直面した。

ある顧客が選択したVMSで、推奨のネッ

トワークカメラを使用することになっ

た。アデムコはそのカメラの互換性を確

認済みであり、ベンダによると動作試験

済み、認定済みということだった。とこ

ろがカメラの導入の際、映像解析が必要

になった時点で、VMSの他の機能が使

用できないことがわかった。「メーカは

当惑していたが、結局、当社がうまく問

題を解決することができた」とリム氏は

言う。

セキュリティシステムの導入と統合

は複雑であり、往々にして、何かがうま

く行かなくなる。そのような場合、誰に

問い合わせればいいのだろうか。VMS

の機能が正常に動作しない場合、VMS

が特定のカメラと互換性がないというこ

となのだろうか。それとも、カメラの位

置や設置に問題があるのだろうか。

VMS、カメラ、SIerのどこに問題があ

るのだろうか。問題を調査する際、SIer

とエンドユーザは複数に連絡し、その過

程で何度もたらい回しにされる場合が少

なくない。今のところ、こうした問題を

解決するための優れた手順は存在しな

い。

状況をさらに悪化させるのが、統合に

よりVMSとカメラが影響を受けるとい

う事実である。統合により、システムの

ビットレートやフレームレートに影響が

及ぶ可能性があり、VMS供給側はこの

点を計算に入れる必要がある。「2つ以

上のシステムの間で相当量のデータが送

受信されるような統合が大量に行われる

と、システムのパフォーマンスはどうな

るだろうか」とリム氏は言う。「特に

VMSの場合、外部からデータを受け取

り、映像システムを起動することがある

ため、複数のイベントが同時に発生する

システムが過負荷になる可能性も考えら

れる。VMSの開発元は、統合による負

荷の増大についても考慮する必要があ

る」。

互換性に関係する不具合に、たらい回

しではなく、より効率的な方法で対処で

きるように、業界各社が協力関係を結び

つつあるとマリア氏は指摘する。「ベン

ダ間で技術パートナシップを形成するに

あたり、VMS供給社が先頭に立ってシ

ステム全体を対象としたサポート手法を

確立する必要がある。その結果、SIerか

らの問い合わせに対応する窓口を一本化

アイメティス社CEO
マーク・ホルテンホフ氏

ジョンソン・コントロールズ社
グローバルセキュリティテクノロ
ジ＆効率性達成担当マネジャ
ゲリィ・ピットマン氏

AMAG テクノロジ（G4S テクノ
ロジ）社セールス＆マーケティン
グ担当上級副社長、
マット・バーネット氏
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することが可能になる。顧客の観点から

見ると、トラブル・シューティング、診

断、問題解決のために複数のメーカに問

い合わせるよりも、1社のパートナに連

絡するだけではるかにスピーディな対処

が可能になる」。

フルスピードで前進

製品ライフサイクルには、導入、成長、

成熟、衰退という4つの段階があるが、

VMSがまだ成長の段階にあることは、

ほとんどのVMS供給社が認めるところ

だ。セキュリティ業界がアナログ・プラッ

トフォームからデジタル・プラット

フォームに転換していくにつれ、オープ

ン・プラットフォームVMSは、IPとい

う大きな流れに乗って引き続き成長して

いくことが予測される。「完全なアナロ

グから完全なデジタルへの移行が世界的

に進み、新規導入と追加導入の両方で市

場が拡大しつつある」とバーネット氏は

語る。「そのため、あらゆるレベルで、ニッ

チなビジネス機会が生じている。様々な

顧客がそれぞれ異なる必要性を抱え、そ

れを満たすために選ぶ方法も様々だから

だ」。

映像監視システムに追加可能な構成

機器の種類が増え、複雑性が高まること

が予測される。その結果、VMS自体に

構造的な変化が発生する。「カメラがレ

ンズを備えたコンピュータになるにつ

れ、用途が拡大し、そのデータを管理す

る中央のVMSソフトウエアへの需要が

高まり、機能が豊富になる」とホルテン

ホフ氏は語る。「つまり、映像監視の成

長の余地は非常に大きい。こうしたアプ

リケーションの変化や進化に応じて、効

率的な管理の必要性も同様に進化してい

くだろう」。

デジフォート社CEOアドナルド・カ

ルロス・ボニルハ氏も同じ意見である。

「付加価値を備えたモジュールはまだ発

展途上にあり、顧客は次々に新しい運用

機能や管理機能を要求してくる。今後数

年間、当社が開発すべきものは非常に多

い」。

VMSが進化するにつれ、顧客は基本

的な機能以上のものを期待するようにな

り、VMSの洗練度や使い勝手のよさが

問われるようになる。「市場は成熟しつ

つある。顧客が新しい技術に注目するだ

けでなく、技術導入方法、ソリューショ

ンの使いやすさ、ソリューションの相互

接続、促進される新たな技術革新とメ

リットに関心が集まってきている」とマ

イルストーン・システムズ社製品管理＆

マーケティング担当副社長クリスチャ

ン・ボーン氏は語る。

高まる一方の複雑性に対処するため、

メーカには強力な情報交換チャネルが必

要だ。「セキュリティと監視システムの

高度化、複雑化に伴い、メーカレベルの

機能面の協業が今まで以上に有益にな

る」とマリア氏は語る。例えば、統合や

互換性テスト手順の能率化が考えられる

と同氏は指摘している。

サイバ攻撃への脆弱性など、IPネット

ワーク監視の新たな問題が発生する可能

性がある。このような問題に対処する業

界の能力を強化するには、情報交換が重

要である。「IP映像は閉じたネットワー

クに結び付くものではなく、自己完結的

でもないという事実から、プライバシや

セキュリティの問題が必然的に浮上す

る」とラチャンス氏は語る。「複数の人

や組織が映像を簡単に共有することがで

き、世界中のあらゆる場所からアクセス

することができる。そのため、セキュリ

ティとプライバシが懸念事項になる」。

より完成度の高い規格が出現すれば、

混沌とした状況はいずれ終わると予想さ

れる。「標準化への様々な取り組みは、

デジフォート社CEOアドナルド・
カルロス・ボニルハ氏

ノース・アメリカン・ビデオ社エンジ
ニアリングサービス＆マーケティング
担当副社長スティーブ・マリア氏

マイルストーン・システムズ社製
品管理＆マーケティング担当副
社長クリスチャン・ボーン氏

　上記の曲線は、市場参入時からの

製品販売の時系列の軌跡を表してい

る。

　ほとんどのVMSベンダは、VMS

が成長途上にあり成熟に向かってい

ると見ている。

Ramping up
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定着するものもあれば、必然的に消えて

いくものもある。その過程で、より合理

的で構造化されたスマートな選択肢が顧

客に提供されるようになるだろう」と

バーネット氏は語る。

オープン・プラットフォームVMSは

上り坂を進みつつある。行く手に待ち受

ける課題に対処するために、ベンダ各社

は単にオープンなソフトウエアを提供す

るだけでなく、オープンな情報交換を実

現する必要がある。

比較：VMSとPSIM
　PSIM（Physical Security Information 

Management：物理セキュリティ情報

管理）は、物理セキュリティのあらゆる

側面を1つのプラットフォームに統合す

るという概念である。しかし、セキュリ

ティの様々な要素を統合するVMSの機

能が向上している。この2つをどのよう

に区別すればいいのだろうか。VSMと

PSIMという非常に似た2つの略語には、

どのような違いがあるのだろうか。2つ

の管理プラットフォームを見分けるに

は、次の4つの重要な特徴に注目する必

要がある。

1. この2つはアーキテクチャが異なる。

VMSは、PSIMと同様に、映像監視だ

けでなく、入退管理や警告など、相互

接続したセキュリティシステムの集中

管理プラットフォームだ。しかし、

VMSでは全ての構成機器がIPネット

ワークを通じて統合されるのに対し

て、PSIMはケーブルを使って接続し、

システム・データベースに到達する前

にエンコーダを通過しなければならな

い。

2. VMSの統合には、入退管理など広く

普及した製品が関係する。これに対す

るホルテンホフ氏の指摘は、PSIMは

より専門的で、カスタマイズされた構

成機器を統合する。VMSは映像以外

の用途にも進化しつつあるが、VMS

による統合は80%が限度である。

VMSは、地図データの作成といった

高度な用途には適していない。一方、

PSIMは大量市場向けではなく、空港

やNASAの指令センタなどで使われる

ものである。世界中どこでも、映像と

入退管理を装備した建物であれば、

VMSを使用して映像と入退管理を統

合することができる。

3. VMSとPSIMは、それぞれ異なる環境

でセキュリティの有効性を高める。ダ

ス氏によると、例えば、安全都市事業

に携わる個々の官庁など、それぞれ別

のシステムを使用するセキュリティ・

チーム間の協業を確立する場合、

PSIMは特に効果を発揮する。

4. PSIMは、アーキテクチャ、カスタマ

イズ、規模の大きさといった点で

VMSよりも複雑であり、導入コスト

が高い。しかし、あわてる必要はない。

まず堅牢なVMSを構築してから、

PSIMを導入すればいいのだ。

VMS

PSIMワークステーション／制御装置

NVR 入退管理

適合と接続 適合と接続 適合と接続 適合と接続

映像監視 侵入警報 ビル管理

VMS PSIM

カメラ ケーブル ケーブル ケーブル ケーブル

VCA
（映像解析） 警報

入退管理
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VMSベンダは、特定業種向けの製品

を提供している。つまり、交通監視が目

的であれば、交通運輸に適したVMSを

購入することができる。コンビニエンス・

ストア・チェーンの監視が目的であれば、

小売企業を前提に設計されたVMSがあ

る。映像監視をとりまく条件が非常に多

様であることを考えると、特定業種向け

ソリューションの提供が、VMSの進化

における次のステップになるのは当然の

成り行きのようだ。エンドユーザは、状

況に適したVMSを購入することができ、

カスタマイズ製品を求める必要がない。

特定業種向けのVMSが、それぞれどの

ように異なるのか検証してみる。

システムアーキテクチャ

映像監視システムのアーキテクチャ

と拡張性は、業種により異なり、システ

ムの導入形式が変わってくる。小売業向

けの映像監視では、各店舗におけるロー

カルな管理に加え、本社での集中的な映

像管理にも対応できるVMSが必要な場

合が多い。大企業になると、この要求が

極限まで高まり、支店、地域、国、全世

界の各レベルに対応する映像管理が要求

されることが多い。このような事例では、

各拠点がローカルで映像を管理できるだ

けでなく、集中的な管理も可能なエン

タープライズ管理機能を備えたVMSが、

エンドユーザでの検討対象になる。

複数拠点を持つ業種では、帯域幅の問

題についても考慮しなければならない場

合がある。帯域制御機能を備えたVMS

や、帯域消費量を削減する機能を備えた

VMSであれば、より円滑な監視システ

ムの運用が可能になる。

大規模展開

一部の業種では、膨大な数のカメラ、

アクセサリ、ユーザが前提となり、大規

模な監視を高い信頼性でサポートできる

VMSが要求される。空港の映像監視シ

ステムは、通常、数百から数千台のカメ

ラで構成している。「この基盤のサポー

トには、VMSのアーキテクチャに適切

な拡張性が備わっていなければならな

い」とジェネテック社のプロジェクト・

マネジャ、フランシス・ラチャンス氏は

語る。「カメラの台数が多いシステムで

は、VMSでサポートする必要のあるユー

ザ、アラーム、ワークフローなどの数も

多い」。

高い可用性

空港監視システムは大規模で、複雑な

アーキテクチャを備えていることに加

え、冗長性も必要になる。ハードウエア

構成機器の数だけでなく、サーバに接続

するクライアント数によっても、システ

ムに負担が生じる可能性がある。アイメ

ティス社CEOマーク・ホルテンホフ氏

によると、可用性の問題について適切な

体制が整っていない空港システムが多

い。「世界のトップクラスの空港の多く

で、サーバに同時接続可能なクライアン

ト数がわずか25というのが現状だ。空

港で事件が起こったら、大変なことにな

る。全員が同時にサーバにアクセスすれ

ば、当然のようにサーバがクラッシュす

るだろう。しかもダウンタイムは許され

ない」。

重要度の高い監視システムでは、

VMSに組み込まれた継続的システム・

アクセス、無停止映像ストリーミング、

正常性の監視、システム・セルフチェッ

クのメーカニズムにより、映像録画を障

害から保護すべきだとラチャンス氏は警

告する。

「高い可用性を実現する総合的なソ

リューションは、決して安くはない」と

アダムコ・セキュリティ・グループのグ

ループ企業、アダムコ・ファーイースト

社セールス＆マーケティング担当取締役

パトリック・リム氏は語る。「しかし、

特定業種のエンドユーザの
要求に密着するVMS
VMSがエンドユーザの要求や期待に応える形で進化進化進 している。要求を満たす方法の一つが、特定の業種向けにVMSを設計するこ

とだ。本稿本稿本 では各業種向けのVMSの相違点違点違 を考察する。
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ダウンタイムを発生させる余裕はないと

実感するようになった企業が増えてい

る」。

映像フォレンシック

事件発生時の対応とは別に、事件後の

調査のために映像監視が使われることが

多い。証拠として映像を使用する可能性

のある業種では、スマート・アーカイブ

分析やVCA（Video Content Analysis）

の統合など、VMSのフォレンシック機

能（高速事後検索機能）を検討するのが良

い。「映像監視システムを使用して行う

作業は主に映像アーカイブの操作なの

で、この種のシステムがもたらす利点は

明らかだ」とアクソン・ソフト社のグロー

バルビジネス開発担当取締役エヴジェニ

ア・オストロヴスカヤ氏は語る。「従来、

必ずしも効率的とは言えないやり方で、

映像アーカイブ全体を長時間にわたって

分析しなければならなかった。しかし、

新しい機能を使用すると、適切な基準を

設定して映像フレームをすばやく探し出

し、一定の時間内に録画されたすべての

イベントを通しで見ることが可能にな

る。操作者がアーカイブ映像を長時間見

ていると、疲れて重要なイベントを見落

としがちだが、このような機能があれば、

映像アーカイブの作業が、はるかに効率

よく高い信頼性で行えるようになる」。

VMSの構成機器

オープン・プラットフォームというこ

とは、VMSに様々なメーカ製のカメラ

インテリジェント・セキュリティ・
システムズ社、COO、アルイシ
オ・フィギュイレド氏

アクソン・ソフト社グローバル
ビジネス開発担当取締役エヴ
ジェニア・オストロヴスカヤ氏

オンネット・サーベイランス・シ
ステムズ社、社長、ガディ・ピ
ラン氏

VCAのシステム要件
VCAの製品分類は幅広い。信頼性の

高い、成熟した分析システムもある一方

で、使用実績が全くない新開発の製品も

存在する。VCAを導入する場合、VCA

の動作に必要な分だけシステム要件が高

くなるが、どのくらい高くなるかは、

VCAの複雑性により決まる。LPR（ナン

バ・プレート認識）について、フィギュ

イレド氏は次のように説明する。LPR

を駐車場に導入する場合があるが、駐車

場では自動車は低速で走行し、最終的に

完全に停止する。一方、交通違反者を取

り締まる目的で、高速道路にLPRを導

入する場合もある。同じような作業を行

うとはいえ、高速道路のLPRは、駐車

場のLPRよりもはるかに強力なCPUを

必要とする。「低速対応、高速対応の

LPRという2つの製品分類にすることに

なる」とフィギュイレド氏は語る。「必

要なCPUは、基本的に環境で決まる」。

VCAは処理の要件に応じて、カメラ

のプロセサ上で直接動作する場合もあれ

ば、サーバをカメラと共有する場合、専

用サーバが必要な場合もある。「軽い

VCAなら、一機能としてカメラ上で動

作できるが、標準的なVCAやより高度

なVCAの場合は、専用サーバ機器が必

要になる」とマイルストーン・システム

ズ社製品管理＆マーケティング担当副社

長クリスチャン・ボーン氏は語る。「軽

いVCAの場合、カメラを処理する録画

サーバ上で動作させることができる場合

が多いが、サーバの能力、カメラの台数、

FPS、コーデックなどにより違ってくる。

VCA専用サーバを使用する場合もあ

る」。

ネタヴィス社によると、大部分の導入

先で同一機器上にVMSとVCAが併存可

能だという。80台以上のカメラを使用

するある顧客は、そのような構成を採用

し、満足のいく結果を得ている。同社

CEOウォルフガング・バウムガートナ

氏は、「ほとんどの場合、VMSのパフォー

マンスに影響はない」と言う。

1つだけ確実なことがある。近年のプ

ロセサの発達により、映像監視とVCA

の進歩も促進している。プロセサが強力

になり、映像監視とVCAの可能性がさ

らに広がっている。「プロセサがさらに

強力になれば、VCAのチャネルを増や

すことができるので、見通しは明るい」

と、フィギュイレド氏は語る。
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を統合できるだけでなく、入退管理やア

ラームなども統合することができるとい

う意味である。しかし業種によっては、

使用されている入退管理の規格が、

VMSと互換ではない場合がある。特定

業種向けのアプリケーションでは、

VMSと他のシステムの相互運用性が重

要な検討事項になる。

VCAを追加すると、組み合わせによ

り無限の可能性が生まれる。小売業の場

合、POSを統合することでレジ業務の

監視が可能になる。VCAでは、多くの

場合、トランザクション情報を映像に表

示することができるので、レジの監視や

不正行為の防止などに役立つ。

銀行の場合、ATMソリューションで

映像、トランザクション、アラームのデー

タを統合することができる。これにより、

不審な銀行取引に関与する個人を判別す

ることが可能になる。同じ機能を使用し

てVIP顧客を識別し、顧客サービスの改

善に役立てることも考えられる。

技術によりどのようなメリットが生

まれるかは創意工夫次第だ。インテリ

ジェント・セキュリティ・システムズ社

（ISS）COO、アルイシオ・フィギュイ

レド氏は次のように語る。「アルゼンチ

ンでは、ギャンブル依存症克服プログラ

ムが施行されている。警察のデータベー

スに、ギャンブル依存症者の顔写真が保

存されている。こうした人々がカジノに

足を踏み入れると、カメラがこれを認識

し、警備係にメッセージが送信され、依

存症者はカジノから立ち退きを命じられ

るという仕組みになっている」。

ビジネスツール

VCA技術を搭載したVMSは、ビジネ

ス情報を収集し、意思決定を支援する機

能を備えており、従来のセキュリティの

概念を打ち破る可能性がある。ビジネス

情報により来店者数を計数し、売上増加

に結び付けることができるとベリント・

システムズ社のマーケティング担当副社

長、デブジット・ダス氏は語る。映像監

視をビジネスツールとして利用すること

で、エンドユーザの収益性の向上を実現

する。

セキュリティは従来、ビジネスを危険

から守り余分な支出を抑える目的で使わ

れてきたが、これは目覚ましい展開だ。

ビジネス情報は収益増加に貢献する可能

性がある。ビジネスを意識した映像監視

システムの開発成果は、エンドユーザの

支出削減と収益増加につながる。ユーザ

の利益率向上を実現することで、VMS

供給社にも利益をもたらす。

自動化

業種によっては無人でセキュリティ

機能を起動できるVMSが有益な場合が

あり、映像監視の自動化に注目が集まっ

ている。オンネット・サーベイランス・

システムズ社CEOガディ・ピラン氏に

よると、情報化した映像分析機能を備え

たシステムを利用し、規定の依存関係を

使用して複数の映像分析イベントを組み

合わせ、アラームを起動するとともに、

誤認によるアラームの発生を最小限に抑

えることができる。

自動化機能としては、照明の点灯、ド

アの管理、非常時のドア開錠などがある

が、さらに複雑な作業が含まれる場合も

ある。「当社の製品を導入すれば、小売

店で携帯電話やノートパソコンが展示

ケースから取り出された場合、映像や音

ネタヴィス社CEO
ウォルフガング・バウムガートナ氏

■ 業種別VMS
業種 流通 市街地、治安 交通・輸送 銀行、金融 監視センター 重要インフラ（教育機

関、医療機関など）

VMSで適切に
対処できる機能

ビジネス目的のVCA: 
レジ業務やPOSとの
統合、チェーンストア
対応のアーキテク
チャ

プライバシ機能、各種
システムとのネット
ワーク接続機能、拡張
性

拡張性、LPR、
交通監視用VCA 不正行為調査用VCA セキュリティ・ベース

の分析
個別のシステムとの
強力な統合

業種に適した
VMS
（自己評価）

ネタヴィス社、ベリン
ト・システムズ社、ア
クソンソフ社、アイメ
ティス社、ジェネテッ
ク社、デジフォート社

ネタヴィス社、オン
ネット・サーベイラン
ス・システム社、イン
テリジェント・セキュ
リティ・システムズ社

ネタヴィス社、
アクソンソフト社、
ジェネテック社

ベリント・システムズ
社、アクソンソフト
社、インテリジェン
ト・セキュリティ・シ
ステムズ社、AMAG 
テクノロジ社

アイメティス社

ベリント・システムズ
社、オンネット・サー
ベイランス・システム
社、ジェネテック社、
デ ジ フ ォ ー ト 社、
AMAGテクノロジ社

VMSベンダ各社に、「最も得意とする3つの業種」、「特定の業種で高く評価されているVMS」について質問した。回答をまとめたのが上の表だ。VMS供給各社は、様々
な業種向けにVMSを適応させる新しい独創的な手法を継続的に開発しているので、回答が今後変わる可能性がある。
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声の合図により、ただちに警備員に通報

することができる」とデジフォート社

CEOカルロス・エデュアルド・ボニル

ハ氏は語る。「学校では、非常ボタンを

押した時点で警察に通報することができ

る。病院では、乳児室への人の出入りを

当社の製品で制御することができる」。

遠隔地での監視では、自動化が重要な

役割を果たす。「カメラを通じて広い敷

地内を監視する警備スタッフの数がきわ

めて不足している場合があるため、人、

行動、イベントのスマート・トラッキン

グのようなソフトウエア機能が非常に重

要になる」とリム氏は語る。

使いやすさ

映像監視システムが複雑化しても、

VMSは引き続き簡単に使えるものでな

ければならない。買い手は自分が希望す

る機能と、使いやすさとのバランスを見

きわめる必要がある。一部の強力な

VMS製品には、非常に使いにくいもの

がある。エンドユーザは、どんな人が操

作者を務めるのか、どのようなセキュリ

ティ要求があるかなどを考慮する必要が

ある。

警備スタッフだけでなく、管理職やIT

スタッフも監視システムにアクセスする

場合があるため、この判断は難しい。映

像へのアクセスについては、ユーザそれ

ぞれ固有の要求がある。「セキュリティ

担当者が固有の要望や要求を持っている

だけでなく、ビジネスユーザと管理者の

要求がそれぞれ微妙に食い違う場合があ

る」とホルテンホフ氏は語る。「このよ

うに異なるグループとの情報交換が可能

な接続性を備えることが重要だ」。

制約の明確化

VMSの機能が充実しつつあるにも関

わらず、顧客との意思疎通がうまく行か

ないとトラブルが生じる。期待する水準

が、VMSと監視システムの能力をはる

かに超える場合、顧客は失望することに

なる。

制約については、明確に伝えることが

重要である。例えば最近の傾向として、

拠点で既に使用中のネットワークを活用

して監視システムを導入する場合が多

い。このような場合、監視システムは、

使用可能なネットワークの制約の範囲内

で動作しなければならない。「既存のネッ

トワークを使用する場合、そのネット

ワークを使って他にどんな処理が行われ

ているか、事前に知らされないこともあ

る」とジョンソン・コントロールズ社グ

ローバルセキュリティテクノロジ、効率

性達成担当マネジャのゲリィ・ピットマ

ン氏は語る。「顧客自身も、ネットワー

クに制約があることがわかっていない。

顧客は最善を要求するが、ネットワーク

が原因で実現不可能な場合がある」。

VMSを使って何をしたいのかが明確

でないユーザが多い。交差点で赤信号を

無視した運転者に違反チケットを発行す

るために、VCAという比較的単純な導

入案件で生じた混乱について、フィギュ

イレド氏は次のように語る。「エンドユー

ザが自身の要望をきちんと把握していな

い場合が多い。問題の場面を誰が確認す

るのか。その場合映像は必要か。ナンバ

プレートの画像は何枚必要か。車の登録

州を確認する必要があるか。画像をどの

ように画面に表示したいのか。違反チ

ケットごとに確認を行うのか。交通を監

視したいという要望はあるが、具体的に

何が必要かを全く考えていない。顧客を

教育する必要がある。時間をかけて、様々

な選択肢があることを説明すべきだ」。

意思決定

特定業種向けのVMSは、エンドユー

ザの業務の効率化に貢献する。様々な機

能を備えた特定業種向けVMSが数多く

出回っているため、エンドユーザは自身

が重要と考える機能を基準にして、

VMSを比較することができる。

1つのVMSベンダが提供する2つの業

種向けのVMSには、どれほどの違いが

あるのか。「どの業種を対象に作られた

VMSでも、約90%の機能は同じだ」と

ホルテンホフ氏は言う。「違いが生じる

のは最後の1kmだが、その1kmが重要

だ」。

全てのエンドユーザが映像監視シス

テムを効率的に管理したいと望んでいる

が、監視システムをどう使いこなすかに

より、それ以外の全ての価値を左右する。
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VMSの普及状況を見ると、数社のベン

ダが世界的に事業を展開している。しか

し、VMSベンダに話を聞くと、自社の

地域別の市場占有率が語られる場合が多

い。例えばアクソン・ソフト社はロシア

で1位であり、報告によると60%の市場

占有率を獲得している。ディジフォート

社は中南米で5位であり、ブラジルでは

市場占有率80%以上を達成している。

ISSは中南米で2位であり、北米、旧ソ連、

アフリカでも好調である。これらの

VMSベンダが特定の地域で好業績を上

げている理由を検証してみる。

G4S テクノロジのグループ企業、

AMAG テクノロジ社セールス＆マーケ

ティング担当上級副社長マット・バー

ネット氏は、VMSで問題になるのは、

多くの文化や国に共通する「ベースライ

ン」というべき潮流や要件だと言う。世

界全体および各地域の発展状況を考慮

し、適切なバランスを探ることが重要だ。

「ソフトウエアの観点から重要なの

は、地域特有の要件に応じてプラット

フォームを簡単に拡張できる能力を備

え、世界市場の大部分の要件に対応する、

非常に強力なプラットフォームを提供す

ることだ」とジェネテック社プロジェク

トマネジャのフランシス・ラチャンス氏

は語る。

満たすべき地域特有の要件としては、

言語も重要である。当たり前のことだが、

新しい地域に進出する際、言語のサポー

トは欠かせない。ネタヴィス社の場合、

40ヵ国語でVMSを提供している。アク

ソンソフト社も言語の違いに注意を払

い、ネイティブスピーカの協力を仰いで

作成する言語パックの最新版を定期的に

供給している。

ISS社は、地域に対応したVMSの開発

をさらに一歩進めて、地域に対応した研

究開発を行っている。同社の北米支社で

は北米向けの研究開発活動を行い、南米

支社は地域に密着した製品開発に特化し

ている。こうした国際的なアプローチは、

国産製品のVMSへの統合を希望する、

各地域のシステム構築社に歓迎されてい

る。「ブラジルは非常に保護された市場

であり、機器の輸入税が高いため、国産

製品の統合作業が大半を占める」とイン

テリジェント・セキュリティ・システム

ズ社COOのアルイシオ・フィゲイレド

氏は語る。「ほとんどを地元で処理して

いる。少人数の開発チームが規格要件を

熟知し、何事にも小回りが利くほうが効

率的だ」。

VMS供給者にとり、各地域の支社が

地元のシステム構築社とやり取りするこ

とは、言語だけでなく文化的な理解とい

う点でも利点がある。「地域の境界を超

えて統合作業を試みると、翻訳の過程で

多くの要素が失われてしまい、逆効果に

なる」とフィゲレイド氏は語る。「現地

採用のスタッフがいれば、言語だけでな

く文化の観点でも、交流がはるかに簡単

だ。話し方を心得ているし、両方の立場

を理解している」。

アクソンソフト社では、現地の人々に

フィードバックを要請することによっ

て、文化的な違いに対処している。グロー

バルビジネス開発担当取締役エヴゲニ

特定のVMSベンダが特定の地域で優れた実績を上げているのはなぜか。各地域でのVMSの成功の秘訣を探る。

VMSの
地域別普及状況を分析
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ア・オストロヴスカヤ氏は次のように語

る。「ビジネスと文化の両面で特性を考

慮しなければならないと実感している。

そのため、当社は新しい地域に進出する

際、現地の専門家を支社に招き入れるか、

地元の大手販売業者やシステム構築社と

協力関係を築くことにしている」。

地元のチャネルパートナとの協力に

よって、文化の違いを乗り越えている

VMSベンダは多い。ネタヴィス社は販

売代理店を通じて、新しい市場への製品

の売り込みを行っている。OnSSI社も、

世界中のソリューション/チャネル/セー

ルス・パートナとの協力を得て顧客の数

を拡大している。

ただし、「地域」という呼称が余りに

も一般的過ぎて、VMSの普及状況を一

律に表現できない場合も多い。たとえ隣

国であっても、VMSベンダが認識すべ

き重要な特性の違いが存在することが多

い。「個人を特定可能な情報の保護の要

件などは、同じ地域でも国によって大き

く異なる場合がある」とバルネッテ氏は

言う。「小規模な全国展開供給社の製品

がその国の市場をリードしていても、同

じ製品が隣国で受け入れられない場合も

ある」。

一つ確実に言えることは、特定の地域

で成功しているVMSベンダが、偶然そ

うなったわけではないということだ。そ

れは、その地域の嗜好に訴えるよう、ベ

ンダが懸命に努力した結果だ。「一つの

国のVMS市場に進出し、『うちの製品は、

ご覧の通りです。もし気に入ったら購入

してください』と悠然と構えているわけ

にはいかない」とバルネッテ氏は言う。

「今や競争が激しすぎて、そんな態度が

通用するほど甘くはない」。

asmag.comを使えば、
貴社ウェブへのアクセス件数が上昇！

毎月32,000人以上のセキュリティ専門家がasmag.comを訪問

asmag.com訪問者は米国や欧州、セキュリティ市場の新興国からと幅広い

80％以上の訪問者は購買決定権保有者

asmag.com onlineの訪問目的は、製品や企業の情報などの収集

既に2,000以上の会社がasmag.comと契約し、オンラインで事業促進中

さあ、貴社もasmag.comに参加しましょう！
詳細は下記までどうぞ
www.asmag.com
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主要オープンアーキテクチャ VMSの概要
会社名 ジャバテル

ベリントシステムズ
ジャパン

ネットカムシステムズ ケーティーワークショップ ルクレ

開発元 GENETEC Inc.（カナダ） Verint Systems Inc. ネットカムシステムズ Milestone Systems（デンマーク） ルクレ

製品名 Security Center®（セキュリティ・センター）
GSC OMNICAST GSC SYNERGIS GSC AUTOVU

Nextiva VMS KxViewPro Ver 2.0
KxViewProCS 
コンソール

Xprotect ArobaView for Windows

エディション Standard Pro Enterprise ̶ 9/16/32台用 100台～ 9999台
Essential 2.0

（カメラ26台まで）
Express 1.0

（カメラ48台まで）
Professional 8.0
（カメラ64台まで）

Enterprise 8.0
（カメラ64台まで）

Corporate 4.1
（カメラ台数制限無し）

Ver2.3

特徴

・ip監視カメラ　50カ
メラ GSC OMNICAST
・ip入退室管理 64リー
ダ GSC SYNERGIS
・W i n d o w s  7 /

W i n d o w s  2 0 0 8 
32/64bits
・シングルサーバー
・A n d r o i d 端 末 /

i P h o n e / i P a d /
BlackBerry
・トリクリング・ビデオ
・ダイナミック帯域管
理とリダイレクター
・イベンタリー Map 

Webクライアント

同左（100カメラ 256
リーダ）
20分散サーバー
仮想化 VMware

同左（無制限）
無制限分散サーバー
クラスタリング
フェデレーション（連
合）結合

【録画】
・1レコーダで、最大
カメラ200台の録画
・1レコーダでアナロ
グ/IPカメラ混在可
能
・1システム最大レ
コーダ75台、カメ
ラ2千台

【再生】
・Web/Clientソ フ ト
で検索、再生、表示
・マルチ画面で、最大

256カメラの同時表示
・高速検索、複数カメ
ラの録画の同期再生

マルチベンダ対応録
画ソフトウエア
・録画台数9/16/32台
の3ラインナップ
・DIO接点連動機能を
標準装備
・モーション検知録画
機能
・H.264/JPEGに対応
・最大5メガピクセル
カメラに対応
・ルーペ機能、MAP機
能、ツリー表示機能
・管理者モードで誤操
作防止

大規模向け統合管理
ソフトウエア
・複数のKxViewProを
一元管理
・複数の録画サーバに
またがったデータを
簡単に呼び出し
・多数のカメラから簡
単に選択表示
・DIO接点連動機能を
標準装備
・各種外部システムと
の連携も用意
・ジョイスティックで
カメラ操作可能

カメラ1台からカメラ台
数無制限の大規模案件ま
で柔軟にシステム設計が
可能。
専用サーバを必要とせ
ず、汎用サーバをフルに
活用するため長期間の安
定的にシステム運用が可
能。
拡張性にも優れており、
必要な台数のカメラを必
要時の追加と運用が可
能。

同左のほか、マルチモニ
タ、XProtectTransact/
Central対応、SDKサポー
ト、イベントでプリセッ
トポジションの移動、
PTZパトロール機能、イ
ベントとPTZパトロール
の統合、VCA対応、レコ
デ ィ ン グ サ ー バAPI/
SDK、クライアントプラ
グ イ ン、Milestone 
Integrat ion P lat form 
SDK。

同左のほか、1システム
あたりのサーバ最大接続
台数5台、XProtectMatrix
対応、双方向音声入出力
対応、PTZスキャン/ス
キ ャ ン 速 度 の 変 更、
TCP/IP経由によるジェ
ネリックイベントなど。

同左のほか、1システム
あたりのサーバ最大接続
台数が無制限、アラーム
の所有者による確認、ア
ラーム管理、ユーザ・ア
カウントの中央管理、
M i c r o s o f t  A c t i v e 
Diectory対応など

同左のほか、レコーディ
ング・フェイルオーバ・
サーバ、マネジメント・
サーバ、マネジメント・
フェイルオーバ・サーバ、
マネジメント・クライア
ント、音声双方向入出力
録音対応、イベントに基
づいたMatrix制御、ブッ
クマーク、各種カメラマ
ネジメント、Smart Wall
アプリ・アドオン、監査
ログ

ある調査会社のデータ
で、5年連続国内実績ナ
ンバー 1のネットワーク
カメラ管理・録画用ソフ
トウエア。
個人商店からデータセン
ター、発電所まで導入実
績があり、様々な規模に
スケーラブルに対応可
能。映像の表示・録画・
再生・各種設定など容易
に操作ができるため幅広
い層から好評を得てい
る。

優位性

・完全にシームレスな
拡張性
・統合されたタスク
ベースのオペレー
ション
・Dirext10を フ ル 活
用、未来的操作環境
・プレイバックの
キャッシュ機能
・ビジュアル・トラッ
キング
・徹底したプリポスト
アラーム
・フル.NET SDKによ
る独自APの組み込み
・LPR（自動車ナンバー
読取）統合

同左
・フル.NET マクロ
カメラサポートも数
ではなく質の追求
AACオーディオ対応
など徹底クオリティ
エッジ録画サポート
障 害 セ ー フ テ ィ
ONVIFのリファレン
スとして、業界で認
知されている高度な
技術
メタデータ対応を業
界最初に提供

同左
パッケージ共通
事実上業界最古で各
社の指標となってい。
DHS 米国国土安全保
障省テロ対策
製品として認可を取
得、業界初
オ プ テ ク ス
REDSCANに完全対
応
各種画像解析プラグ
イン
業界で唯一の完全統
合ソリューション

・米国DHS認定テロ
対策システム
・汎用サーバ使用、仮
想化環境もサポート
・世界主要10社以上
のカメラに対応
・入退室管理システム
との連携
・ルールベースによる
アラーム発報
・人数動線分析システ
ムの提供も可能

・高機能ながら簡単操
作
・カスタマイズに迅速
に対応
・最大24分割×2画面
表示、マルチモニタ
に再生画面・MAP
を同時表示
・録画予備ドライブ機
能により、非常時に
自動的に予備ドライ
ブへ録画開始
・モーション解析機能
により録画データの
動きのあった箇所を
抽出可能

・カメラ最大登録数 
9999台
・MAP最 大 登 録 数 

1250枚（変更可能）
・最大300台の録画
サーバ（KxView）を
登録可能
・軽快動作で快適な操
作性
・100%自社開発のた
めカスタマイズ対応
が迅速に可能

世界のIPカメラ76メーカ
製1132機種のカメラに
対応。豊富な導入実績に
裏打ちされた安定的稼動
を実現。入退室管理シス
テム、画像解析システム、
各種アラームシステム
等々とのシステムインテ
グレートにおいて豊富な
連携事例を誇る。必要な
サポート、開発も積極的
に行っている。

同左 同左 同左 同左

・ 直感的に操作できるユ
ニバーサルデザインの
インタフェース。
・10メーカ200機種以上
のネットワークカメラ
に対応。アナログとの
混在管理も可能！
・数台～最大640台のカ
メラまで柔軟な展開を
可能にする豊富なライ
ンナップ。

サポート体制

東京、大阪、沖縄オ
フィスからのオンサ
イトを含む丁重なサ
ポート。
認定パートナー（約15
社）との連携により全
国的なサポート体制
を実現。
弊社サポートおよび
GENETEC社 サ ポ ー
ト、日本には専任担
当二名を配置
緊急な対応が必要な
場合、GENETEC社に
よる24時間サポート

同左 同左

導入、サポートはパー
トナーより提供。
パートナーとは密に
連携を取り、情報を
共有。
緊急時には、弊社か
らのオンサイトサ
ポートも提供。

東京と大阪両オフィ
スからサポート可能
平日9時～ 18時　電
話対応
・販売店、保守会社向
けトレーニング随時
開催してサポート体
制を確保 同左

認定パートナーとの連携
により全国的なサポート
体制を実現。
弊社サポートおよび
Milestone社サポートに
よるチームプレーにより
問題の解決にあたってい
る。
さらに、緊急な対応が必
要 な 場 合、Milestone社
による24時間サポートも
活用可能。

同左 同左 同左 同左

ArobaViewは100％自社
開発した製品である。こ
れにより、パートナー企
業と密に連携し、お客様
の要望を吸い上げ、実際
の運用に適した柔軟な提
案が可能となっている。
海外製品と異なり、また
自社内に開発基盤を持つ
ことから、導入後のサ
ポートも迅速に対応する
ことができる。

URL http://www.javatel.co.jp www.verint.co.jp http://www.netcam.co.jp/kxview/ www.kt-workshop.co.jp/ipsurveillance/ www.arobaview.com/

E-mail info@javatel.co.jp
al_japansales@verint.

com
netcam@netcam.co.jp info@kt-workshop.co.jp info@arobaview.com

電話番号 大阪 06-6354-0100　東京 03-3583-3660 03-5919-1860 03-5207-8591 03-5491-5720 03-5468-6677
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主要オープンアーキテクチャ VMSの概要
会社名 ジャバテル

ベリントシステムズ
ジャパン

ネットカムシステムズ ケーティーワークショップ ルクレ

開発元 GENETEC Inc.（カナダ） Verint Systems Inc. ネットカムシステムズ Milestone Systems（デンマーク） ルクレ

製品名 Security Center®（セキュリティ・センター）
GSC OMNICAST GSC SYNERGIS GSC AUTOVU

Nextiva VMS KxViewPro Ver 2.0
KxViewProCS 
コンソール

Xprotect ArobaView for Windows

エディション Standard Pro Enterprise ̶ 9/16/32台用 100台～ 9999台
Essential 2.0

（カメラ26台まで）
Express 1.0

（カメラ48台まで）
Professional 8.0
（カメラ64台まで）

Enterprise 8.0
（カメラ64台まで）

Corporate 4.1
（カメラ台数制限無し）

Ver2.3

特徴

・ip監視カメラ　50カ
メラ GSC OMNICAST
・ip入退室管理 64リー
ダ GSC SYNERGIS
・W i n d o w s  7 /

W i n d o w s  2 0 0 8 
32/64bits
・シングルサーバー
・A n d r o i d 端 末 /

i P h o n e / i P a d /
BlackBerry
・トリクリング・ビデオ
・ダイナミック帯域管
理とリダイレクター
・イベンタリー Map 

Webクライアント

同左（100カメラ 256
リーダ）
20分散サーバー
仮想化 VMware

同左（無制限）
無制限分散サーバー
クラスタリング
フェデレーション（連
合）結合

【録画】
・1レコーダで、最大
カメラ200台の録画
・1レコーダでアナロ
グ/IPカメラ混在可
能
・1システム最大レ
コーダ75台、カメ
ラ2千台

【再生】
・Web/Clientソ フ ト
で検索、再生、表示
・マルチ画面で、最大

256カメラの同時表示
・高速検索、複数カメ
ラの録画の同期再生

マルチベンダ対応録
画ソフトウエア
・録画台数9/16/32台
の3ラインナップ
・DIO接点連動機能を
標準装備
・モーション検知録画
機能
・H.264/JPEGに対応
・最大5メガピクセル
カメラに対応
・ルーペ機能、MAP機
能、ツリー表示機能
・管理者モードで誤操
作防止

大規模向け統合管理
ソフトウエア
・複数のKxViewProを
一元管理
・複数の録画サーバに
またがったデータを
簡単に呼び出し
・多数のカメラから簡
単に選択表示
・DIO接点連動機能を
標準装備
・各種外部システムと
の連携も用意
・ジョイスティックで
カメラ操作可能

カメラ1台からカメラ台
数無制限の大規模案件ま
で柔軟にシステム設計が
可能。
専用サーバを必要とせ
ず、汎用サーバをフルに
活用するため長期間の安
定的にシステム運用が可
能。
拡張性にも優れており、
必要な台数のカメラを必
要時の追加と運用が可
能。

同左のほか、マルチモニ
タ、XProtectTransact/
Central対応、SDKサポー
ト、イベントでプリセッ
トポジションの移動、
PTZパトロール機能、イ
ベントとPTZパトロール
の統合、VCA対応、レコ
デ ィ ン グ サ ー バAPI/
SDK、クライアントプラ
グ イ ン、Milestone 
Integrat ion P lat form 
SDK。

同左のほか、1システム
あたりのサーバ最大接続
台数5台、XProtectMatrix
対応、双方向音声入出力
対応、PTZスキャン/ス
キ ャ ン 速 度 の 変 更、
TCP/IP経由によるジェ
ネリックイベントなど。

同左のほか、1システム
あたりのサーバ最大接続
台数が無制限、アラーム
の所有者による確認、ア
ラーム管理、ユーザ・ア
カウントの中央管理、
M i c r o s o f t  A c t i v e 
Diectory対応など

同左のほか、レコーディ
ング・フェイルオーバ・
サーバ、マネジメント・
サーバ、マネジメント・
フェイルオーバ・サーバ、
マネジメント・クライア
ント、音声双方向入出力
録音対応、イベントに基
づいたMatrix制御、ブッ
クマーク、各種カメラマ
ネジメント、Smart Wall
アプリ・アドオン、監査
ログ

ある調査会社のデータ
で、5年連続国内実績ナ
ンバー 1のネットワーク
カメラ管理・録画用ソフ
トウエア。
個人商店からデータセン
ター、発電所まで導入実
績があり、様々な規模に
スケーラブルに対応可
能。映像の表示・録画・
再生・各種設定など容易
に操作ができるため幅広
い層から好評を得てい
る。

優位性

・完全にシームレスな
拡張性
・統合されたタスク
ベースのオペレー
ション
・Dirext10を フ ル 活
用、未来的操作環境
・プレイバックの
キャッシュ機能
・ビジュアル・トラッ
キング
・徹底したプリポスト
アラーム
・フル.NET SDKによ
る独自APの組み込み
・LPR（自動車ナンバー
読取）統合

同左
・フル.NET マクロ
カメラサポートも数
ではなく質の追求
AACオーディオ対応
など徹底クオリティ
エッジ録画サポート
障 害 セ ー フ テ ィ
ONVIFのリファレン
スとして、業界で認
知されている高度な
技術
メタデータ対応を業
界最初に提供

同左
パッケージ共通
事実上業界最古で各
社の指標となってい。
DHS 米国国土安全保
障省テロ対策
製品として認可を取
得、業界初
オ プ テ ク ス
REDSCANに完全対
応
各種画像解析プラグ
イン
業界で唯一の完全統
合ソリューション

・米国DHS認定テロ
対策システム
・汎用サーバ使用、仮
想化環境もサポート
・世界主要10社以上
のカメラに対応
・入退室管理システム
との連携
・ルールベースによる
アラーム発報
・人数動線分析システ
ムの提供も可能

・高機能ながら簡単操
作
・カスタマイズに迅速
に対応
・最大24分割×2画面
表示、マルチモニタ
に再生画面・MAP
を同時表示
・録画予備ドライブ機
能により、非常時に
自動的に予備ドライ
ブへ録画開始
・モーション解析機能
により録画データの
動きのあった箇所を
抽出可能

・カメラ最大登録数 
9999台
・MAP最 大 登 録 数 

1250枚（変更可能）
・最大300台の録画
サーバ（KxView）を
登録可能
・軽快動作で快適な操
作性
・100%自社開発のた
めカスタマイズ対応
が迅速に可能

世界のIPカメラ76メーカ
製1132機種のカメラに
対応。豊富な導入実績に
裏打ちされた安定的稼動
を実現。入退室管理シス
テム、画像解析システム、
各種アラームシステム
等々とのシステムインテ
グレートにおいて豊富な
連携事例を誇る。必要な
サポート、開発も積極的
に行っている。

同左 同左 同左 同左

・ 直感的に操作できるユ
ニバーサルデザインの
インタフェース。
・10メーカ200機種以上
のネットワークカメラ
に対応。アナログとの
混在管理も可能！
・数台～最大640台のカ
メラまで柔軟な展開を
可能にする豊富なライ
ンナップ。

サポート体制

東京、大阪、沖縄オ
フィスからのオンサ
イトを含む丁重なサ
ポート。
認定パートナー（約15
社）との連携により全
国的なサポート体制
を実現。
弊社サポートおよび
GENETEC社 サ ポ ー
ト、日本には専任担
当二名を配置
緊急な対応が必要な
場合、GENETEC社に
よる24時間サポート

同左 同左

導入、サポートはパー
トナーより提供。
パートナーとは密に
連携を取り、情報を
共有。
緊急時には、弊社か
らのオンサイトサ
ポートも提供。

東京と大阪両オフィ
スからサポート可能
平日9時～ 18時　電
話対応
・販売店、保守会社向
けトレーニング随時
開催してサポート体
制を確保 同左

認定パートナーとの連携
により全国的なサポート
体制を実現。
弊社サポートおよび
Milestone社サポートに
よるチームプレーにより
問題の解決にあたってい
る。
さらに、緊急な対応が必
要 な 場 合、Milestone社
による24時間サポートも
活用可能。

同左 同左 同左 同左

ArobaViewは100％自社
開発した製品である。こ
れにより、パートナー企
業と密に連携し、お客様
の要望を吸い上げ、実際
の運用に適した柔軟な提
案が可能となっている。
海外製品と異なり、また
自社内に開発基盤を持つ
ことから、導入後のサ
ポートも迅速に対応する
ことができる。

URL http://www.javatel.co.jp www.verint.co.jp http://www.netcam.co.jp/kxview/ www.kt-workshop.co.jp/ipsurveillance/ www.arobaview.com/

E-mail info@javatel.co.jp
al_japansales@verint.

com
netcam@netcam.co.jp info@kt-workshop.co.jp info@arobaview.com

電話番号 大阪 06-6354-0100　東京 03-3583-3660 03-5919-1860 03-5207-8591 03-5491-5720 03-5468-6677
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主要オープンアーキテクチャ VMSの概要
会社名 サンシステムサプライ エスエスユニット

ヴイ・インターネット 
オペレーションズ

ネクスコム・ジャパン
※参考

MOBOTIX JAPAN

開発元 Exacq Technology Inc.,（米国） GVD（Genius Vision Digital Inc.）
ヴイ・インターネット 
オペレーションズ

NEXPOINT（日本） MOBOTIX AG

製品名 exacqVision（エクザックビジョン） E150 E200 E300+D300 ArgosView NexCameraパッケージ
MOBOTIXネットワーク 

カメラ&MxCC

エディション start pro enterprise Enterprise Enterprise2 Advanced
NetCameraManager
/Enterprise Manager

5台/10台/25台/50台用 ̶

特徴

・ハイブリッドサーバ
提 供 も 可 能（16ch
迄）
・非常に軽いソフトウ
エア設計
・W i n d o w s , M a c , 

Linuxと各種OS対応
・スタンダロンシステ
ムに特化
・A n d r o i d 端 末 /

iPhone/ iPad対応
（無償）
・最大32台のIPカメ
ラ接続が可能
・抜群のネット帯域制
御機能
・サーバ/クライアン
トとWeb機能

・ハイブリッドサーバ
提 供 も 可 能（64ch
迄）
・非常に軽いソフトウ
エア設計
・W i n d o w s , M a c , 

Linux幅広いOSに対
応
・最大512サーバ同時
接続可能
・A n d r o i d 端 末 /

iPhone/iPad対 応
（無償）
・1サーバ最大128台
のIPカメラ接続可能
・抜群のネット帯域制
御機能
・サーバ/クライアン
トとWeb機能

・Proをベースとした
高機能版VMS
・非常に軽いソフトウ
エア設計
・W i n d o w s , M a c , 

Linux幅広いOSに対
応
・Active Directory/

LDAPをサポート
・数千を超えるカメラ,
ユーザを一元管理
・カメラ/入退システ
ムを豊富にサポート
・Enterprise Health 

Manager対応
・マップネスティング
機能

・最大1024台のIPカ
メラの管理が可能。
・IPカメラの各機能に
マルチベンダ対応。
・1台のE150に2台の
モニタ接続が可能。
・NVRと同一GUIと操
作性。
・ライブ・再生・アラー
ム連動・PTZ制御
・IPカメラ・NVRのリ
モート設定が可能。
・最大10メガピクセ
ルのIPカメラに対応

・最大1024台のIPカ
メラの管理が可能。
・IPカメラの各機能に
マルチベンダ対応。
・1台のE200に4台の
モニタ接続が可能。
・NVRと同一GUIと操
作性。
・ライブ・再生・アラー
ム連動・PTZ制御
・IPカメラ・NVRのリ
モート設定が可能。
・最大10メガピクセ
ルのIPカメラに対応

・最大8000台のIPカ
メラの管理が可能。
・IPカメラの各機能に
マルチベンダ対応。
・D300一台で2台の
モニタ出力に対応。
（最大40画面まで増
設可能）
・NVRと同一GUIと操
作性。
・ライブ・再生・アラー
ム連動・PTZ制御
・IPカメラ・NVRのリ
モート設定が可能。
・最大10メガピクセ
ルのIPカメラに対応

・ 最大1万台のカメラを
録画・管理1台で最大
100カメラを録画管理
できる録画サーバを
100台統合する高い拡
張性。
・ 高いカスタマイズ性 
情報システムや入退室
設備等との連携、録画
画像の加工、映像配信
など用途
・ 各種ビューアに対応 
ブラウザやスマート
フォン等に対応

ネットワークカメラの録
画保存と同時にWindows 
PCやタブレット端末にリ
アルタイムの映像や過去
の映像を転送するソフト
ウエア「NexCamera」を、
ファンレスPC「NISE」
シリーズにプリインス
トールして提供。ネット
ワークカメラのみなら
ず、WindowsPCの出力
画面も一緒に録画管理す
ることが可能。

ビデオ管理/録画ソフト
ウェアをカメラに内蔵し
ているため、別途VMSが
必要なく、直接大容量
NASストレージに録画可
能。また内蔵のMicroSD
（最大64GB）にも対応し
ており、スタンドアロー
ン対応が可能。クライア
ントには、大規模案件ま
で対応可能で他社カメラ
もサポートしたMxCCを
無償提供。

優位性

・OSやグレードの選
択範囲が広い
・操作が容易でわかり
やすい
・低価格IPライセンス
費のみで利用可能
・クライアントソフト
は無償提供
・開発速度が速く新機
能が豊富
・Android/ iPhone/

iPad用アプリも無償
・RAIDシステムを利
用した構築も可能
・真のハイブリッドシ
ステムを提供

・OSやグレードの選
択範囲が広い
・操作が容易でわかり
やすい
・サーバライセンス費
のみで利用可能
・クライアントソフト
は無償提供
・開発速度が速く新機
能が豊富
・Android/ iPhone/

iPad用アプリも無償
・RAIDシステムを利
用した構築も可能
・真のハイブリッドシ
ステムを提供

同左

・インテリジェントに
よる高度な検索機能
と瞬時に映像を抽出
する高速検索
・各地で運用している
映像を他拠点に配信
することが可能。
・無線装置と組合せ大
規模エリアに対応
・マルチモニタ（2台）
による映像監視が可
能。
・iphoneお よ びipad
専用アプリに対応

・インテリジェントに
よる高度な検索機能
と瞬時に映像を抽出
する高速検索
・各地で運用している
映像を他拠点に配信
することが可能。
・無線装置と組合せ大
規模エリアに対応
・マルチモニタ（4台）
による映像監視が可
能。
・iphon&ipad専 用 ア
プリに対応

・インテリジェントに
よる高度な検索機能
と瞬時に映像を抽出
する高速検索
・各地の運用映像を他
拠点に配信可能。
・IPカメラの接続制限
台数分のNVRを一
括管理。
・D300によるモニタ
ウォール（最大40
台）による映像監視
が可能。
・iphone&ipad専用ア
プリに対応。

【高い実績と安心感】
・ 映像ソリューション

SIerとして、1997年よ
り数多くの映像関連事
例を推進。蓄積ノウハ
ウは国内トップクラス
・ 国産アプリケーション
で、海外製品にはない
機能と品質を提供。カ
スタマイズにも柔軟に
対応可能。
・ パナソニック、AXIS、

Victor各社と連携。

サーバ主導のデータ取得
方法を採用することによ
り、1台の端末で従来製
品よりも圧倒的多数のカ
メラを管理することがで
きる。また、独自形式で
ファイル保存をすること
で、データ転送が容易と
なった。これにより、国
内のみならず、海外から
でもリアルタイムのカメ
ラ映像を確認することが
できる。

カメラとNAS/MicroSD
のハードウェアだけでシ
ステム構築。小規模から
大規模まで、カメラ台数
に制限がなく、いつでも
拡張可能。録画システム
の負荷分散。カメラ内に
RAMメモリを内蔵、ネッ
トワーク障害時にリング
バッファ保存。一切のソ
フトウェア費用やライセ
ンス費用が必要なし。

サポート体制

導入前のコンサル
ティングから導入後
の維持管理メンテナ
ンスに至るまで、セ
キュリティシステム
専門会社と弊社にて
強力なサポート体制
を堅持。
ユーザのあらゆる要
望をリーズナブルな
プライスで実現。

同左 同左

全国の設置協力会社
との提携により、保
守・メンテナンス体
制を完備。
コールセンターを設
けることにより、非
常事態の電話にも対
応が可能

同左 同左

【国産アプリならではの
安心サポート】
・ 全国に拠点のあるパナ
ソニック販社等協力代
理店との連携で、安心
できるサポートを提供。
・ 社内開発の強みを活か
した、障害確認の開発
・ アプリ修正が必要な時、
迅速なパッチ開発提供
等で対応

ソフトウエアの問い合わ
せについては、メールで
のお客様サポートを実施
している。メールをいた
だいてから原則3日以内
の対応となる。ハード
ウェアについてはセンド
バックによる修理受付と
なる。18ヶ月の無償保
証付きで、オプションに
て5年間修理無償のプロ
グラムも用意している。

駆動部分を持たない頑丈
なMOBOTIXカメラとソ
フトウェアの設計と開発
は、100名を超えるエン
ジニアによってドイツで
行われています。「Made 
in Germany」。国内では
平日9時～ 17時電話サ
ポートと、および定期的
に開催するテクニカルセ
ミナーの無償提供。

URL www.sunss.co.jp http://www.ss-unit.co.jp/ www.argosview.jp/ http://nexpoint.jp
www.mobotix-japan.

net/

E-mail info@sunss.co.jp info@ss-unit.co.jp info@argosview.jp support@nexpoint.jp cam-sales@mobotix.jp

電話番号 03-3397-5241 045-250-0680 06-6233-2626 03-3865-3008 045-227-6174
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電子版創刊に伴い、a&s JAPAPAP N雑誌版は
有償年間購読に切り替えさせていただきます。
年間購読料金は、6,000円（税・送料込）です。
詳細は下記URLをご覧ください。

http://www.asj-corp.jp/paid_reading/

ASJ社
東京都千代田区神田須田町1-7-1ウィン神田ビル10階
〒101-0041 TEL：03-6206-0448 FAFAF XAXA ：03-6206-0452
E-MAIL：reader@asj-corp.jp

a&sJAPAPAP N電子版が、簡単にそしてすぐに読めるようになりました。
一度読者登録していただくだけです。登録いただき次第、
最新号のURLをメールでご案内します。
その後は、最新号のURLを読者の皆様にメールで通知します。
バックナンバはウェブ上の雑誌表紙をクリックするだけです。

●無料閲読登録方法
1 当社HPを開き、左中にある最新号をクリックします。

http:///// w/w/ ww.asj-corp.jp/
2 左端の最新号直下のマークををクリックします。

3 下記の登録ページの必須項目にご記入ください。

4 メールで最新号のURLをお知らせします。

リニューアル！
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主要オープンアーキテクチャ VMSの概要
ヴイ・インターネット
オペレーションズ

ネクスコム・ジャパン
※参考

MOBOTIX JAPAPAP N

ヴイ・インターネット
オペレーションズ

NEXPOINT（日本） MOBOTIX AG

ArgosView NexCameraパッケージ
MOBOTIXネットワーク

カメラ&MxCC

NetCameraManager
/Enterprise Manager

5台/10台/25台/50台用 ̶

・最大1万台のカメラを
録画・管理1台で最大
100カメラを録画管理
できる録画サーバを
100台統合する高い拡
張性。
・高いカスタマイズ性
情報システムや入退室
設備等との連携、録画
画像の加工、映像配信
など用途
・各種ビューアに対応
ブラウザやスマート
フォン等に対応

ネットワークカメラの録
画保存と同時にWindows
PCやタブレット端末にリ
アルタイムの映像や過去
の映像を転送するソフト
ウエア「NexCamera」を、
ファンレスPC「NISE」
シリーズにプリインス
トールして提供。ネット
ワークカメラのみなら
ず、WindowsPCの出力
画面も一緒に録画管理す
ることが可能。

ビデオ管理/録画ソフト
ウェアをカメラに内蔵し
ているため、別途VMSが
必要なく、直接大容量
NASストレージに録画可
能。また内蔵のMicroSD
（最大64GB）にも対応し
ており、スタンドアロー
ン対応が可能。クライア
ントには、大規模案件ま
で対応可能で他社カメラ
もサポートしたMxCCを
無償提供。

【高い実績と安心感】
・映像ソリューション

SIerとして、1997年よ
り数多くの映像関連事
例を推進。蓄積ノウハ
ウは国内トップクラス
・国産アプリケーション
で、海外製品にはない
機能と品質を提供。カ
スタマイズにも柔軟に
対応可能。
・パナソニック、AXAXA IS、

Victor各社と連携。

サーバ主導のデータ取得
方法を採用することによ
り、1台の端末で従来製
品よりも圧倒的多数のカ
メラを管理することがで
きる。また、独自形式で
ファイル保存をすること
で、データ転送が容易と
なった。これにより、国
内のみならず、海外から
でもリアルタイムのカメ
ラ映像を確認することが
できる。

カメラとNAS/MicroSD
のハードウェアだけでシ
ステム構築。小規模から
大規模まで、カメラ台数
に制限がなく、いつでも
拡張可能。録画システム
の負荷分散。カメラ内に
RAMメモリを内蔵、ネッ
トワーク障害時にリング
バッファ保存。一切のソ
フトウェア費用やライセ
ンス費用が必要なし。

【国産アプリならではの
安心サポート】
・全国に拠点のあるパナ
ソニック販社等協力代
理店との連携で、安心
できるサポートを提供。
・社内開発の強みを活か
した、障害確認の開発
・アプリ修正が必要な時、
迅速なパッチ開発提供
等で対応

ソフトウエアの問い合わ
せについては、メールで
のお客様サポートを実施
している。メールをいた
だいてから原則3日以内
の対応となる。ハード
ウェアについてはセンド
バックによる修理受付と
なる。18ヶ月の無償保
証付きで、オプションに
て5年間修理無償のプロ
グラムも用意している。

駆動部分を持たない頑丈
なMOBOTIXカメラとソ
フトウェアの設計と開発
は、100名を超えるエン
ジニアによってドイツで
行われています。「Made
in Germany」。国内では
平日9時～ 17時電話サ
ポートと、および定期的
に開催するテクニカルセ
ミナーの無償提供。

www.argosview.jp/ http:///// nexpoint.jp
www.mobotix-japan.

net/

info@argosview.jp support@nexpoint.jp cam-sales@mobotix.jp

06-6233-2626 03-3865-3008 045-227-6174



　このシリーズでは、主にネットーク環

境に関しての解説を中心にIPネットワー

クカメラの特性に踏み込んで連載してき

た。今回はHD-SDI VS IPカメラを取り

上げる。その理由は、HD-SDIの供給者

やそれを取り巻く業者の一部が、IPでは

ダメみたいな空気を作ろうとしているこ

とに、失望を感じているからだ。

　HD-SDIは非圧縮デジタル映像とデジ

タル音声をBNCコネクタと同軸ケーブ

ル1本で伝送する。主として業務用映像

機器で採用している。高いビットスト

リーム（1.4835Gbpsと1.485Gbps）を

使用する。HD-SDIをHD-CCTVタイト

ルで紹介しているが、最新技術ではない。

ここで、HD-SDIが主張しているいくつ

かについて検証する。

［遅延問題］

　HD-CCTVは遅延がなく、IPには遅延

があると言う。確かにIPは遅延する。し

かし、当社のこれまでの経験では最悪で

も300msec、カメラの個体差が最良で

あれば200msecは十分に確保すること

ができる。

［世界基準］

　IPは一見各々がバラバラのように見え

るかもしれない。しかし、それはHD-

SDIでは成しえないインテリジェンスの

領域（動体、解析、各種イベント、音声、

運用設定）での話だ。逆に言えばHD-

SDIにインテリジェンスを組み込むこと

がないため、その規格は音声を除いて存

在しない。

　IPでも、ONVIF やPSIAさらにITで言

うところのソフトベンダ・プロトコルが

実質支配するようになってきている。例

を挙げると GENETECプロトコル、マ

イルストーン社のユニバーサルドライバ

などだ。

［プラグアンドプレイ］

　本来1対1の仕様ではプラグアンドプ

レイと言わないが、HD-SDIレコーダ16

チャネル・クラスのNVRはDHCPベー

スでのプラグアンドプレイである。

［伝送距離］

　ある展示会で、説明員がRG59の

150mはIPより長いことを力説していた

が、これには1本に1画像という条件が

付いている。光なら100kmでも10万キ

ロでも何百台もの映像を流すことができ

る。

［1080p］

　IPではフルHD映像の1080pはもちろ

ん、3Mや5Mそれ以上の高解像度の製

品が市販されている。

［録画に関して］

　HD-SDI映像を非圧縮で一定量以上を

録画することは厳しい。そこで、市販の

HD-SDIレコーダでもH.264に圧縮して

記録している。その録画品質はIPと同等

だが、それよりも負荷分散ができないた

め、小規模向け限定となる。

［既設配線路の活用］

　日本では75Ω系は5C2V 3C2Vが一般

的だが、コネクタ部の酸化によるイン

ピーダンスの暴れなどがあると、スペッ

ク通りに使えないことが生じる。そこで

再配線となると多額の費用が発生する。

IPでは細い1本の3C2VでもVDSL技術

で 最 大3Km、 仮 に500m程 度 な ら

50Mbps程度の伝送が可能で、HD対応

IPカメラを10f/sで20～ 30台の利用が

可能だ。

【市場背景】

　IPネットワーク・カメラ市場では、強

力な欧米勢を加えて熾烈な市場獲得が繰

り広げられている。しかし、アジア系企

業にとって市場のIP化移行は、着実では

あるが一気とは言い切れない状態が継続

している。このような状況はアジア系企

業に体力勝負を強いることになる。その

ことから、参入各社は、ユーザがアナロ

グCCTVから比較的移行しやすいHD-

CCTVを加えた製品ラインナップを揃え

て、市場確保を固めたい意図がある。　

【市場が求めていること】

　このように、　一般的な見地から判断

して、HD-SDIは一定レベルまで市場

シェアを獲得するだろう。それを想定し

て、当社をはじめとするIP供給者は、

HD-SDIさらにHDMIにも対応したエン

コーダやデコーダを開発している。それ

は、求めていることがIPシームレスだか

らだ。

【浸透しているIPの日常化】

　さて、読者諸兄の日常を見ていただき

たい。朝、目が覚めてiPhoneに触れる、

これは典型的なIPデバイス。パソコンで

メール確認、これもIPデバイス。家を出

てバスを待ち、バスが間もなく到着する

ことを知らせる電光掲示、実はこれもIP

技術によるもの。バスを降りて電車切符

よくわかるIPネットワーク
株式会社ジャバテル　代表取締役 CEO　佐々木宏至
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自在に選べる、 
堅固な統合セキュリティシステム
実績豊富なオムニキャスト・ビデオ監視システムを搭載したSecurity Centerから始
めましょう。入退室管理、侵入検知、資産監視、ビル管理などのビジネスシステムが次
の展開となります。すべてのシステムと設備でモニター、アラーム管理、レポートを統合
します。進化する統合のかたちをご覧ください。

See what you need at genetec.com/SecurityCenter
ビデオ監視システム　|　入退室管理システム　|　ナンバープレート認識システム

貴方のセキュリティ
システムの
DNAは？

革新的ソリューション

を買おうとしたらお金がなくコンビニで

キャッシング、これもIPだ。切符売り場

でプリペイドを購入、これもIP技術。電

車でYOUTUBEを見る、これもIP。こ

のように、会社到着までに6つのIPデバ

イスのお世話になっている。ここで重要

な点は、旧来の装置やシステムではその

場に行かないと使えないが、IPには地理

的制約がほとんどないことだ。

【IP監視のキーポイント】

　このことから判断しても、監視カメラ

でのIP利用が必然となる。ただし、IPデ

バイスの利用側でなく、提供側に相応の

能力と経験が必須となることを忘れては

ならない。

　次回は最新のレーザセンサとの連繋を

紹介する。 

ジャバテル取扱製品のご用命は、下記代理店にお問い合わせください。

CBC株式会社
I&I Div.　Sales & Marketing　Group
東京本社
〒104-0052　東京都中央区月島2-15-13
TEL：03-3536-4599　FAX：03-3536-4771
大阪
〒541-0041　大阪市中央区北浜1-8-16 
大阪証券取引所ビル
URL：http://www.ganz.jp
URL：http://www.cbc.co.jp

加賀ソルネット株式会社
本社
〒101-0021　東京都中央区外神田3-12-8
住友不動産秋葉原ビル 10F
TEL：03-4455-3135　FAX：03-3254-7182
関西営業所
〒542-0081　大阪市中央区南船場2-2-6 加賀ビル10F
TEL：06-6105-0432　FAX：06-6271-8224
E-mail：info_support@solnet.ne.jp
URL：http://www.solnet.ne.jp/

株式会社　インテック
首都圏本部　社会基盤事業部　柳町和彦
〒136-8637
東京都江東区新砂1-3-3
TEL：03-5665-9962　FAX：03-5665-9954
E-mail：yanagimachi_kazuhiko@intec.co.jp
URL：http://www.intec.co.jp/
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1.はじめに

　マイクロソフト社は2012年2月29日

に、Windows 8 Consumer Previewの

配布を開始した。昨年9月に公開された

Windows 8 Developer Previewと比べ

ると、かなり最終版を意識した仕様に

なっているようである。そこで、

Windows 8 Consumer Previewを仮想

マシンにインストールし、ウィッツェル

のCyber-SIGN for Windowsを試用し

たのでそのリポートを紹介する。

　同製品はWindowサインイン時に、パ

スワードを入力する代わりに、手書き署

名を行い、それを予め登録された署名と

照合し、本人と認証された場合にのみ

Windowsにサインインすることができ

るもので、生体認証署名照合システム「サ

イバーサイン」を利用したアプリケー

ションである。

2.試用環境

　今回は、仮想マシンにWindows 8 

Consumer Previewをインストールし

て試用した（試用環境の詳細は表1を参

照）。

3.稼働状況

　結論から言うと、問題なく稼働した。

まずアプリケーションのインストール、

署名の登録だが、これは全く問題なく行

うことができた。

　次に実際のサインイン動作だが、これ

も問題なかった。実際に試用した時の画

面イメージを示し、仮想OSのパワーオ

ンから、Windows 8へのサインインま

で、順に流れを追って説明する。

①パワーオン（図1）

　電源を入れると、お馴染みの金魚が画

面中央に現れる。その下には稼働中を示

すためのアニメーションが表示される。

②サインイン画面（図2）

　しばらく待つと、サインイン画面が表

示される。ここで画面を上方にフリック

するジェスチャでパスワード入力画面に

なるのだが、Cyber-SIGN for Windows

手書き署名照合による
Windows 8へのサインイン
〈Windows 8タブレットに最適なサインイン方法の紹介〉 

ウィッツェル株式会社　茶位利昭

をインストールしたことにより、画面に

「サインインするにはCtrl + Alt + Del

キーを押してください」と表示され、画

面を上にフリックすることができなく

なったようで、指示通りにキーを押すと

次の画面に移行する。

③ユーザ選択（図3）

　ここでサインインするユーザを選択す

る。1人で使っている場合は、いつもの

ユーザ名が表示されているので、OKを

クリックするだけで良い。

④署名の入力（図4）

　署名の入力画面が表示されるので、予

め登録した署名を行う。今回はワコム製

タブレットを利用したが、タブレット端

末では画面に直接署名することになる。

⑤サインイン動作（図5）

　署名が予め登録された本人のものと認

識されると、Windowsへのサインイン

が行われる。

⑥スタート画面（図6）

　サインイン後、スタート画面が表示さ

れる。Windows 8から採用された

Metroデザインである。これ以降は、通

常と変わりなく利用出来る。

4.アプリケーションの設定

　Cyber-SIGN for Windowsの設定は、

コントロールパネルのサイバーサインの

設定ユーティリティで行う。設定画面は、

3つのタブに分かれている（図7）。ここ

では詳細な説明は省くが、ログオンの設表1　試用環境

項目 試用環境・バージョン等
ホストPC MacBook Pro OS X 10.6.8, Core 2 Duo 2.4GHz,  

8GBメモリ
仮想化環境ソフト VMware FUSION 4

仮想マシンOS Windows 8 Consumer Preview 32bit, Build 8250

ログオンソフト ウィッツェル株式会社 Cyber-SIGN for Windows

タブレット WACOM CTE-430
※上記環境は、Windows 8 Consumer Previewの動作を保証するものではない。
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※ （注）この記事は、Windows 8上で、

ウィッツェルの「Cyber-SIGN for 

Windows」が動作することを保証す

るものではありません。

 

定により署名を登録することができる。

5.おわりに

　Windows 8は、ご存じの通りMetro

デザインを採用し、デスクトップ端末だ

けでなく、タブレット端末を強力に意識

しているOSである。2012年後半に発売

されるであろうWindows 8タブレット

は、ピュアタブレットタイプ（キーボー

ドがないタイプ）が多いと予想され、そ

れ故手書きを強く意識しており、搭載さ

れるデジタイザ（座標入力装置）も指によ

る操作や、ペンによる操作がしやすい様

に工夫されていると考えられる。手書き

との相性が非常に良いのである。

　しかし、従来からタブレット端末での

サインインは、ソフト・キーボードから

ユーザ名やパスワードを入力するのが普

通である。ご存じの通りソフト・キーボー

ドでの入力は時間が掛かりミスも少なく

な い。 そ の 点 こ のCyber-SIGN for 

Windowsは、タブレット上にサッと自

分の署名をするだけであるので、ソフト・

キーボードを利用するより、はるかにス

マートで素早いサインインが期待でき

る。

図1　パワーオン直後の画面 図2　サインイン画面

図5　サインイン中の画面

図3　ユーザ選択

図6　スタート画面図4 　署名の入力

全般設定 ログオンの設定 About…

図7　設定画面
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【導入を提案する理由】

セキュリティやプライバシー保護の高ま

りから、自社の製品に生体認証を組込むこ

とで不正利用を防止することができる。こ

れまで普及してきたカードやパスワードで

の管理だと盗難、紛失、盗み見等なりす

ましでの利用が可能で、万全のセキュリ

ティ体制とは言えない面があった。

1.偽造不造不造 可

生体認証を導入する場合に最も重要と

なるのが、偽造ができないという点であ

る。生体認証には様々な方式があり、指

紋認証、指または掌静脈認証、虹彩認証、

顔認証などの種類があるが、どの方式を

選択するかにあたり、偽造など不正な方

法で認証されてしまう生体認証を採用す

ることはできない。その点、静脈認証は

身体の中の情報でありコピーや偽造が非

常に難しく安全性が高い。

2.認証精度

加えて重要なのは認証精度である。生

体認証の基本原則である普遍性と唯一性

は優先すべきテーマである。そこで、参

考になるデータが FRR（本人拒否率）と

FAFAF R（他人受入率）である。FRRすなわ

ち間違いなく本人であるにもかかわらず

拒否される率が高いことや、FAFAF Rすなわ

ち他人を当人と誤認する率が高いこと

は、生体認証機器として機能しない。

3.認証速度

生体認証機を導入する場合、一般的に

は多数の対象者を想定することが多い。

そこで留意すべきことは、認証するまで

の時間がどれくらいかかるかである。1

人当たりの認証に時間がかかり、運用に

支障をきたすようなものでは導入趣旨か

ら外れる。

4.安定性

普遍性と唯一性を維持するためには、

生体認証の対象となる身体の変化や様々

な環境の変化の中でも安定して動作する

こともまた重要となる。対象となる身体

の一部に生じる変化、照度や日差しの状

況で精度精度精 が揺るがないことが肝が肝が 要である。

5.導入導入導 コスト

そして、忘れてならないのが導入コス

トである。精度を上げるならば複数の生

体認証を採用するマルチ・モーダル認証

という方法もあるが、これでは高コスト

を招く。導入コストを最小限にする最善

策は、高い認証精度と素早い認証速度を

有し、安定性に優れた生体認証を導入す

ることである。

【効率的な導入とは】

次に、上記の条件を満たして決定した

生体認証機を選択する上で、確認すべき

ことがある。

一貫生産体制が確立されているか

認証のアルゴリズム、回路、ケースな

どを一貫して開発している会社であるか

は、選択するにあたり重要なポイントと

なる。様々な形態で技術供与されている

現代では、複数の技術を移入して機器を

製造することは容易となっている。しか

し、自社の製品に合わせるためにカスタ

マイズに柔軟に対応できるかどうかは重

要で、カスタマイズが必要な時に即座に

対応できないと導入が困難になる。

応用範囲の広さ

生体認証機を組み込む機器は多種多様

である。温度、照度に左右されることな

く環境条件に幅広く対応できる機種が望

ましい。

指静脈認証システム導入事例（6）

指静脈認証モジュール導入提案

46 |   May/Jun 2012

連載：生体認証



47_ASJinternational_may_2012.indd   47 12/05/11   17:15



　SECURITY SHOW 2012は、2012

年3月6日から9日までの4日間の日程で、

東京ビッグサイト東ホールで開催され

た。昨年同様にリテールテックJAPAN2012

およびNFC & Smart WORLD2012と

隣接した会場全体で、初日6日に21862

人、3月7日 に36839人、3月8日 に

45571人、最終日9日に44,656人、合

計148,928人が来場した。

【国際化の高まり】

　出展社各社に今年の来場者に関する全

体的な印象を聞いたところ、初日の午前

中は例年通り出展社同士の挨拶などが中

心で、午後から来場者が各ブースで熱心

に説明に耳を傾けていたという。そして、

2日目および3日目は、エンドユーザと

思われる来場者が、それぞれ求めるソ

リューションを探して各ブースをじっく

りと見て回っていたという。そして、最

終日となる4日目は、収集しきれなかっ

た情報を求めて再来場するエンドユーザ

とセキュリティ産業従事者が目立ったと

いう。

　本誌が気付いた今年の特徴は、出展し

ていないものの海外主要企業の幹部が初

日および2日目に相次いで来場していた

ことである。具体的には欧州を代表する

企業のキーマン、アジア特に台湾および

韓国の有力企業のトップクラスが足を運

んでいた。これらの方々は、2012年か

ら日本のセキュリティ産業界の動向を見

極めるとともに、日本市場でのメジャー

プレーヤの新製品や提供ソリューション

などを確認するため来場したのではない

か。このことを別の見方から言えば、日

本のセキュリティ市場で質的な面での高

水準を求められている現状を見ること

で、世界市場での将来の要求とその解決

策を探ることができると判断しているの

ではないだろうか。

【来場者の変化】

　日本の展示会の特徴の一つとして挙げ

られるのが、最終日に集中する来場者数

だ。しかし、今年のSECURITY SHOW

に関しては、前述の来場者の傾向を加味

してみると、確たる目的を有するエンド

ユーザは、その解決策を求めてじっくり

と各展示ブースを見ることができる3日

目までに来場する状況が増加していると

言えよう。これは海外の展示会では一般

的で、いくつかの海外展示会では最終日

には商談の機会が少ないと認識して、午

後には撤収作業に入っている光景を目に

する。

【出展社の変化】

　また、日本の展示会のもう一つの特徴

が、主催社が来場者数を強調し謳い文句

にすることだ。これに対して、出展社が

求めているのは、物見遊山の来場者では

なく、確たる目的をもった見込客層であ

り、その人数が何百人もいるとは捉えて

いない。つまり、来場者という量的な数

値よりも、具体的な手ごたえのある質的

な反応を求めている。さらに突き詰める

と、名刺の収集枚数でなく、手応えのあ

る話ができた見込客数を求めている。

展示会本来の機能が高まった
SECURITY SHOW 2012
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　主催社は今後、来場者数の増加よりも、

開催期間中に再来する見込客の増加に重

点を置くべきではないだろうか。今回そ

の傾向が見えてきていることは、費用対

効果を厳しく捉えている出展社にとって

も歓迎すべき状況だろう。さらに、出展

社のSECURITY SHOWへの評価がさら

に高まることになるだろう。

【出展製品の特徴】

●進化したインテリジェント映像システム

　IPカメラの導入が加速度を増して進ん

でいる現状を象徴するかのように、高メ

ガピクセルのIPカメラやNVR、数十台

から数百台までのIPカメラを管理運営す

ることができるVMSなど、高解像度シ

ステムを実現する製品を各社が競って出

展していた。しかも映像の情報化や他の

システムとの連繋により、幅広く活用し

かつ高めることができるソリューション

が来場者の関心を集めていた。個々の製

品については後述するが、映像システム

は今や利益創造ツールとして位置づける

ものになった感がした。

●一気に増えたHD-CCTVの展示

　昨年はあまり目につかなかったが、今

年一気に増えた展示製品がHD-CCTVそ

してその伝送関連機器だ。HD-CCTVは、

HDやフルHDの映像を提供し、既設の

同軸ケーブルを使用することもでき、非

圧縮映像データ伝送により遅延がほとん

ど生じないなどの特徴を有する。台湾企

業と韓国企業が数多く出展していたが、

日本企業も数社が参考出品および新製品

を展示していた。累計で数多く市場に導

入されているアナログCCTVを順次入れ

替える場合、高解像度映像を提供する

HD-CCTVが、IPネットワーク・カメラ・

システムとともに選択の対象となる。

特にIPネットワーク・カメラ・システム

に切り替えたいものの、費用の点から対

応が厳しい16台以下のアナログ映像シ

ステムからの転換の場合、IPネットワー

ク・カメラ・システムへの橋渡し策とし

て位置づけているのだろう。なお、HD-

CCTVに関する詳細情報は、本誌9月号

特集として掲載する。

●特徴的な演出

　出展各社はそれぞれ意匠を凝らして

ブースを演出していたが、特に際立った

設営がいくつか目についた。

　ティービーアイ社は、巨大なデジタル

サイネージを前面に掲示して、社名から

取り扱い製品までを遠方からでも目にす

ることができる工夫を凝らしていた。入

口付近にブースを構えていたことで、

SECURITY SHOWのゲートと思えるほ

どの迫力のあるデザインだった。

　店舗プランニング社は、HD-CCTVを

アナログCCTVやIPシステムとの違いを

分かりやすく説明することと、プレゼン

テーションを聴講した来場者を自社ブー

スに引導するために、可動式の大型LED

を設置した。プレゼンテーション時には

聴講者が見やすい位置にまで大型LED

を下げ、終了後にはこれを上げることで、

製品の展示場所まで動線を案内するとい

う演出だった。

 

　そのほか、ソニービジネスソリュー

ションが、フルHD動画（2D/3D）撮影機

能を備えたデジタル録画双眼鏡DEV-5K

を展示していた。最大20倍の双眼鏡倍

率、オートフォーカス、手ブレ補正機能

を搭載している。3D映像を誌面では紹

介できないものの、インパクトのある製

品だった。
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【注目の製品】

●DYNACOLOR JAPAN

　フルHD・PTZ・IPカメラ（network 

DynaHawk™720/820シリーズ）、マル

チピクセルIPカメラ、5Mピクセル全方

位IPカメラ、H.264ハイブリッドNVR

（network DynaGuard™DG900シリー

ズ）、フルHD解像度のHD-SDI製品

（network DynaGuard™DG800シリー

ズ）などを展示していた。

●エヴァーフォーカス・ジャパン

　既存のアナログカメラのインフラ・施

工方法を踏襲できる新しいHD防犯ソ

リューションとしてHDCCTVを大々的

に展示して来場者の注目を集めていた。

販売開始予定の新しいHDCCTVカメラ

でフルHD映像を表示していた。その他、

フルHD対応ネットワークカメラ・車載

用DVR・Effio-e対応の新しいカメラも

併せて展示していた。

●フィットデザインシステム

　静脈認証技術を利用した「入退室管理

システム」「鍵管理ボックス」など各種

ソリューションを展示していた。なりす

ましを許さず、個人を特定する指静脈認

証は、今後様々な分野において利用され

る技術であることを前面に出して、また

その精度の高さを強調して、情報漏洩や

コンプライアンス対策の有効手段である

ことを紹介していた。

●フリアーシステムズジャパン

　世界的ブランドであるFLIR製品の中

から、小型ハンディタイプの監視用カメ

ラHシリーズ、中距離監視のPTシリー

ズ、また遠距離監視用の高性能赤外線カ

メラPTZなど、幅広いラインの監視用赤

外線カメラを展示していた。

　特に、監視用赤外線カメラPTシリー

ズは、水平360度連続回転、垂直方向±

90度可動のパン/チルト機構に赤外線カ

メラと低照度CCDカメラを搭載したマ

ルチセンサーカメラユニットである。そ

のため、暗闇や悪天候の中でもターゲッ

トを鮮明に映し出ことができる。さらに、

IP制御およびシリアル制御に対応してい

るため、デジタルおよびアナログネット

ワークのいずれにも簡単に導入すること

ができることを紹介していた。

 

●朋栄

　集中監視及び高度セキュリティに最適

な高精細画面分割装置（HD/SD/アナロ

グ/PC混在表示）、モジュラ型ディスプ

レイをはじめ、監視カメラ映像の画質補

正に最適なブレ補正装置、ノイズ除去装

置、自動レベル補正装置など映像監視に

最適な各種周辺機器を展示していた。

　高精細画面分割装置（HD/SD/アナロ

グ/PC混在表示）であるMV-3200シリー

ズは最大32個の入力を1画面に集約する

ことができる。しかも、アナログ信号や

HD-SDI、PCなど様々な信号入力にも

対応していることから、幅広い用途で採

用できる。またモジュラ型ディスプレイ

であるクリスティィ社製MICROTILES

は、縦横いずれにも複数台を組み合わせ

て、インチ数や形状を自由に設計するこ

とができる。既設監視システムにも対応

可能で、ビデオウォールとしての活用が

予感される製品だった。

●ハイテクインター

　ハイテクインターの産業用イーサネッ

ト延長機器・PoE延長機器は、メタル線・

光ファイバー・同軸ケーブルを使用し、

温度や電源環境により機器設置が困難

だった環境でもネットワークカメラの映
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像伝送を実現できることを強調してい

た。

　MaxiiCopperのVi2401（同軸タイプ）

／Vi2301（LANタイプ）は、同軸ケーブ

ル（5C2V）やLANケーブルを利用して

PoE伝送距離を最大1000mまで延長す

ることができ、機器自体の駆動もPoEに

よる電源供給で実現できる。また動作温

度が－40度から75度までと幅広く、様々

な環境での使用に耐えられる製品だ。

●ジャバテル

　ジェネテック社が世界市場に供給して

いるIPビデオ監視ソフトウエアの

OMNICAST（オムニキャスト）、入退管

理ソフトウエアのSYNERGIS（シナジ

ス）、自動車ナンバー読取システムの

AUTOVU（オートビュー）を単一ソ

リューションに完全融合させた、革新的

な統合セキュリティ・プラットフォーム

Security Centerを展示していた。

　SECURITY CENTERは、世界各地の

大規模案件では屈指の導入実績を誇り、

最近では中規模案件以下の市場でも上位

シェアを占めている。また、日本市場で

の最新導入例は、東京スカイツリーのセ

キュリティに採用されていることであ

る。

 

●MOBOTIX JAPAN

　今や監視カメラのカテゴリの1つに加

えられている全方位カメラのパイオニア

であるQ24を筆頭に最新のMOBOTIX製

品を展示していた。また、DVR等を一

切使用せずに、直接ストレージ（NAS）

やMicroSDカードに画像保存ができる

分散化録画システムにも多くの関心を集

めていた。

　さらに注目を集めていた新製品が全方

位カメラと入退管理を一体化したT24

だった。既存の電話線やドアフォンの回

線をそのまま利用して設置できる点に注

目を集めた。

●ネットカムシステムズ

　すべて自社開発のソフトウエアやシス

テムを展示していた。具体的には次の通

りだった

　KxViewProは、簡単操作で使える高

機能の録画・監視ソフトウエア。

NetCamGateは、最大カメラセッショ

ン数を増やし、ポート番号の変更も可能

で、カメラが輪の負担を軽減し、多数の

クライアントからの接続を可能にするカ

メラ中継ソフトウエア。ナンバー・アイ

は、敷地内に入退場する車両ナンバーを

撮影して車両を管理可能。事故回避や在

車状況の確認などがスムーズで的確な対

応が可能車両ナンバー認識ソフトウエ

ア。さば録は、ネットワークカメラの映

像をネットカム社サーバに録画・保管し、

遠隔地から手軽に閲覧することができる

新しいASPサービス。

●R.O.D

　ネットワークカメラ専用レコーダ

（NVR）「VioStor（バイオスター）」シリー

ズをはじめ、ネットワークカメラの最新

ソリューションを展示していた。

　VioStorは日本のNVR市場を開拓した

画期的な製品で、搭載しているソフトウ

エア本体の構成をできる限りシンプルに

することで、軽快に動作することを実現

している。その結果、対応可能なカメラ

機種数が、競合他社製品と比較して圧倒

的な優位性を有することにも繋がった。

NVRの単一ブランドではトップグルー

プに位置するほどの実績をもとに、製品

の取り扱いやすさをPRしていた。
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　今年で15回目と一つの区切りを迎え

たSECUTECH 2012は、4月18日から

20日までの3日間、台湾台北市南港国際

展示会場で開催された。今年も併催され

たCompoSec、Fire & Safety、Info 

Securityを含めて532社が出展した。そ

して、数多くの海外からの買付業者が来

場し、会場内は国際色豊かないつもの光

景が繰り広げられていた。

【見て聴いて触れる】

　前回までのSECUTECUCHとの違い

は、「より分かりやすくより詳しく」を

具現化したことだろう。言い換えれば、

「見て聴いて触れる」ことだ。それを象

徴 し て い た の が、GDSF ASIAや

CompoSecで開催されたセミナー数が

150以上を数えたことだ。例えば、ソニー

が960Hの製品開発に欠かせないLSIを

発表したが、会場は満席状態だった。そ

して、セミナーでは、展示品をブースで

確認し説明を聞くだけでは分からない

様々な情報を、開発企業の責任者が詳細

に紹介していた。

　また、今年もIPメガピクセル／HD-

CCTV／960Hカ メ ラ とNVR／HD-

CCTV用DVRのコンテストが開催され、

レンズ比較展示コーナーも新たに設けら

れていた。IPメガピクセル・カメラ20

機種、HD-CCTVカメラ10機種、960H

カメラ6機種を会場に設置して、同一被

写体のリアルタイム映像をモニタに表示

して、それぞれの特徴を競っていた。レ

コーダとしては、NVR10機種、HD-

CCTV用DVR6機種ではそれぞれの諸仕

様を同一表記に展示して、比較しやすい

よう展示していた。

　そして、今回初の試みだったレンズ比

較展示コーナーは、急遽数社が参加を取

りやめたものの、日本企業のタムロンと

トキナーを含むメーカ数社が、最新のメ

ガピクセル・レンズによる映像表示を展

示していた。レンズ技術は、日本企業が

先導している優位性が高い市場だけに、

次回以降で日本企業が自社製品をアピー

ルできる場として活用できる内容を取り

そろえることを望みたい。

【全方位カメラ市場】

　前回20社以上が展示していた全方位

カメラについては、今回は何と数社が展

示しているに過ぎなかった。具体的には、

先駆者であるMOBOTIXをはじめ、メガ

ピクセル化を実現したタムロン、台湾企

業のGeoVision、PIXFORD、Vivotekそ

して今回初披露となったLILINなどだっ

た。この状況を考察すると、参入が相次

いだ第一幕は既に終了し、勝ち組に入る

ことができたかその可能性のある企業だ

けが残った第二幕が始まったと言える。

そして、第三幕がどのように続くのかは

1~2年のうちに分かるだろう。それを決

定するのは、市場のユーザの評価に委ね

られる。

　しかし、デジタル・モジュールと魚眼

レンズで構成することで参入そのものが

容易と言われている全方位カメラ市場の

動向は、IPメガピクセル・カメラ市場全

体の動向を象徴すると思われるため、今

後も目を離すことができない。

【一気に増殖したHD-CCTV】

　その一方、驚異的に出品が増加したの

高解像度を全面に出していた 
SECUTECH 2012
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がHD-CCTV用のカメラとDVRだ。昨年

は市場に先行参入した企業が展示してい

る程度だったが、今回その社数は20社

を超えていた。しかも、全社が韓国と台

湾と中国の3カ国だったことに留意すべ

きだろう。この3カ国に日本を含めたカ

メラ・メーカが、アナログCCTV市場の

大半を占めてきたが、その後IPネット

ワーク・カメラ市場創成に市場が動いた。

そこで市場は欧米勢の増勢が始まり、IP

ネットワーク・カメラ市場でのアジア勢

の市場占有率は、アナログCCTV市場の

ようには圧倒的な優位性をもっては展開

していない。これはアジア勢が衰えたの

ではなく、欧米系が製品開発と市場獲得

に注力した結果である。

　このような市場動向を見て、韓国と台

湾と中国の3カ国のカメラ・メーカ各社

は、抽斗をもう一つ増やすことで、アナ

ログCCTVカメラユーザの囲い込みを

狙っていることは想像に難くない。それ

を裏付けるのが、これまでアナログ

CCTV市場だけに製品を供給してきた3

カ国の企業も、HD-CCTV市場に参入し

ている。その一方で、IPネットワーク・

カメラに注力して、製品開発やソリュー

ション提供に専念しているアジア系企業

もある。このような状況から、今後も

HD-CCTV市場への注目を続ける必要が

あるだろう。

【プラットフォームへの注目】

　従来からのSECUTECHの特徴とし

て、ハードウエア依存が高いことが挙げ

られる。すなわち、主要展示品目はカメ

ラとDVR／NVRであり、また来場者の

関心もこれら2製品に集中している。

　しかし、設置案件の規模の拡大と映像

の情報化（インテリジェント化）が急速に

進む傾向があることから、従来のように

カメラをDVR／NVRに接続してシステ

ム構築が完了するという対応では、顧客

の要求を満たすことができなくなりつつ

ある。

　そこで注目されるのがプラットフォー

ムである。具体的にはDVR／NVRの操

作ツールであるCMSから、映像の情報

化を可能にするVMSへの移行であり、

さらに映像解析（IVS）の付加である。そ

こで、主にCCTV製品の仕入れを目的と

している買付業者も、これを受け入れる

下地作りに取り組み始めた。

【高まるセミナー聴講】

その一つの表れが、VMS国際ブランド

企業のセミナーに多くの聴講者が参加し

たことだ。VMS世界ブランドを代表す

るジェネテックとマイルストーンの2社

のセミナーは、会場に入りきれないほど

の聴講者が集まるほどの盛況ぶりだっ

た。また、アクシスコミュニケーション

が、プラットフォームに対する取り組み

について講演したセッションも満席だっ

た。

　今後、プラットフォームが複合化しな

がら進化していくことが確実なことか

ら、RF-IDや生体認証などによる入退管

理、各種の警報警告、各種認識システム

との統合や連繋が今後ますます話題にな

るだろう。そして、それがSECUTECH

の進むべき方向性でもある。
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5月
自治体総合フェア2012
会期：2012年5月23日～ 25日 

会場：東京ビッグサイト　西3ホール 

主催：日本経営協会 

URL：www.noma.or.jp/lgf/

ワイヤレスジャパン2012
会期：2012年5月30日～ 6月1日 

会場：東京ビッグサイト　西3・4ホール 

主催：リックテレコム 

URL：www8.ric.co.jp/expo/wj

6月
画像センシング展2012
会期：2012年6月6日～ 8日 

会場：パシフィコ横浜 

主催：アドコム・メディア

URL：www.adcom-media.co.jp/iss/

第6回「地域防災防犯展」大阪
会期：2012年6月7日～ 8日 

会場：インテックス大阪 

主催：大阪国際見本市委員会 

URL：www.fair.or.jp/risk/

国内 コールセンター /CRM デモ&コンファレ

ンス2012 in大阪 （第5回）
会期：2012年6月13日～ 14日 

会場：マイドーム大阪・3F・大阪商工会議所 

主催：リックテレコム、UBMジャパン 

URL：www.callcenter-japan.com/osaka/ 

 index.php

Interop Tokyo 2012

会期：2012年6月13日～ 15日 

会場：幕張メッセ 

主催：Interop Tokyo 2012 実行委員会 

URL：www.interop.jp/2012/index.html

Embedded Technology West 2012
（組込み総合技術展 関西）
会期：2012年6月14日～ 15日 

会場：インテックス大阪 

主催：組込みシステム技術協会 

URL：www.jasa.or.jp/etwest/2012/index. 

 html

7月
第7回 オフィスセキュリティEXPO 

（OSEC）
会期：2012年7月11日～ 13日 

会場：東京ビッグサイト　西1・2ホール 

主催：リード エグジビション ジャパン 

URL：www.osec.jp/ja/

ワイヤレス・テクノロジー・パーク 2012

会期：2012年7月5日～ 6日 

会場：パシフィコ横浜 

主催：情報通信研究機構、YRP研究開発推進協 

 会、YRPアカデミア交流ネットワーク 

URL：www.wt-park.com/index.html

9月
第14回 自動認識総合展
会期：2012年9月12日～ 14日 

会場：東京ビッグサイト 

主催：日本自動認識システム協会 

URL：www.autoid-expo.com/tokyo/

10月
CEATEC JAPAN 2012

会期：2012年10月2日～ 6日 

会場：幕張メッセ 

主催：CEATEC JAPAN 実施協議会 

URL：www.ceatec.com/2012/ja/application/ 

 index.html

危機管理産業展2012 （RISCON TOKYO）
会期：2012年10月17日～ 19日 

会場：東京ビッグサイト 

主催：東京ビッグサイト 

URL：http://www.kikikanri.biz/

MOBOTIX JAPAN 

プライベート展示会「MX EXPO 2012」
日時：2012年5月23日　9:00～ 13:00

主催：MOBOTIX JAPAN

会場：横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ

対象者： セキュリティ産業従事者、エンドユーザー

入場料：事前登録制・無料

URL：http://www.mobotix-japan.net/

問い合わせ先：045-227-6174

第3回BSCP パートナーカンファレンス
日時：2012年5月25日　14:30～ 19:00

主催：Bosch Security Systems

会場：品川プリンスホテル 宴会場サファイア22

対象者： BSCPパートナー、BSCPパートナー 

候補社

入場料：事前登録制・無料

URL： http://www.hochiki.co.jp/business/cctv/

問い合わせ先：03-3440-1111

IPCC2012 in名古屋
日時：2012年6月15日　10:00～ 17:00

主催：R.O.D

会場：名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール

対象者：セキュリティ産業従事者

入場料：事前登録制・無料

URL：http://www.rodweb.co.jp/

問い合わせ先：06-6537-1233

プライベートイベント
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5月
IFSEC International 2012

会期：2012年5月14日～ 17日 

会場：National Exhibition Centre,   

 Birmingham, U.K. 

Email：douglas.read@ubm.com 

URL：www.ifsec.co.uk

IFSEC South India

会期：2012年5月30日～ 6月1日 

会場：Palace Ground, Bangalore, Kama  

 taka, India 

Email：alex.nicholl@ubm.com 

URL：www.ifsecsouthindia.com

6月
IFSEC South Africa

会期：2012年6月19日～ 21日 

会場：Gallagher Convention Centre,   

 Johanesburg, South Africa

Email：charlie.crackman@ubm.com 

URL：www.ifsecsa.com

ISF2012

会期：2012年6月26日～ 28日 

会場：Kula Lumpur Convention Centre,   

 Kuala Lumpur, Maalaysia  

海外 Email：isfexpo-my@ubm.com 

URL：www.isfexpo.com

7月
Secutech Thailand

会期：2012年7月3日～ 5日 

会場：タイ  バンコク市 

 バンコク国際貿易展示センター 

Email：stth@newera.messefrankfurt.com 

URL：www.secutechthailand.com

Security 2012

会期：2012年7月25日～ 27日 

会場： Sydney Convention & Exhibition 

Centre, Sydney, Australia

Email：kmcrorie@divexhibition.com.au  

URL：www.securityexpo.com.au

8月
Intersec　Buenos Aires

会期：2012年8月15日～ 17日 

会場：La Rural Trade Center, Buenos Aires  

Email：intersec@argentina.messefrankfurt.com

URL：www.intersecbuenosaires.com.ar

Secutedh Vietnam

会期：2012年8月22日～ 24日 

会場：ベトナム　ホーチミン　 

 サイゴン展示会議場(SECC) 

Email：isvm@newera.messefrankfurt.com 

URL：www.secutechvietnam.com

9月
ASIS 2012

会期：2012年9月10日～ 13日 

会場：Pennsylvania Convention Center,   

 Philadelphia PA, USA  

Email：asis@asiaonline.ong 

URL：www.asia2012.com

ISAF 2012

会期：2012年9月20日～ 23日 

会場：Istanbul Expo Center, Istanbul, Turkey 

Email：marmara@marmarafuar.com.tr 

URL：www.isaffuari.com

Security Essen 2012

会期：2012年9月25日～ 28日 

会場：Essen Trade Fair Ground, Essen,   

 Germany 

Email：info@messe-essen.de 

URL：www.security-messe.de

IPCC2012 in広島
日時：2012年7月20日　10:00～ 17:00 

主催：R.O.D

会場：広島県産業会館 西展示館

対象者：セキュリティ産業従事者

入場料：事前登録制・無料

URL：http://www.rodweb.co.jp/

問い合わせ先；06-6537-1233

第8回 IP監視カメラシステム 

商品展示会 （ICE8）
日時；2012年7月27日　10:00～ 18:00

主催：ケーティーワークショップ

会場：東京国際フォーラム  ガラス棟G409

対象者：監視システム販売会社、エンドユーザー

入場料：1000円（Webからの事前登録で無料）

URL：http://www.kt-workshop.co.jp/

問い合わせ先；03-5491-5720

IPCC2012 in福岡
日時：2012年9月6日　10:00～ 17:00  

　　　 9月7日　10:00～ 16:30

主催：R.O.D

会場：福岡国際会議場  中会議室

対象者：セキュリティ産業従事者

入場料：事前登録制・無料

URL：http://www.rodweb.co.jp/

問い合わせ先；06-6537-1233

イベント情報
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　工場や研究所などの事業所では、従業

員はもちろん取引企業の車両や人間が頻

繁に出入りする。そのため、昼日だけで

なく夜間にも警備員を常駐させて、入退

管理にあたっているケースが多い。しか

し、このような警備では手作業による受

付業務となり、警備内容と経費負担の点

で改善が求められることも多い。本稿で

は、既存のインフラを活用してわずか2

つの複合映像機器を導入することで、こ

れらを解決した事例を紹介する。

【現状】

　大都市郊外にある工場では、来訪者が

正門に設置してあるアナログ式インター

ホンを使い常駐警備員に連絡し、警備員

がその都度確認して応対を行っていた。

しかし、人件費削減のため、警備員常駐

型警備に代わる高精度の入退管理の導入

を検討していた。

【導入時の条件】

　新システム導入にあたり、下記の条件

を満たすことが必要だった。

・インターホン受話器の移設

　まず、インターホン受話器をこれまで

正門脇にあった守衛室から遠く離れた工

場内にある管理室に移設するという条件

だった。しかし、インターホン移設には

現在ある正門から守衛室まで繋がってい

る2線式ケーブルを、守衛室から遠く離

れた管理室まで配線を延長する必要があ

り、多大なコストが発生することになる

ことがわかった。

・正門付近のセキュリティの強化

　守衛室を無人化とすることから、正門

およびその付近の監視を強化する必要が

生じ、監視カメラを設置することになっ

た。しかし、ここでも監視カメラ設置用

の配線工事が新たに生じることがわかっ

た。

【提案システム】

　事前調査の結果、守衛室と管理室に

ネットワークシステムが既設されてお

り、これを利用することでインターホン・

システムを安価に構築する方法を採用す

ることとした。次に、前述の既設インフ

ラを使って上記の条件を満たす機種を選

定した。

　そこで採用したのが、監視カメラとイ

ンターホンが一体化したT24 IP Door 

Stationである。本製品は、監視カメラ

とインターホンのシステムを個別に構築

する必要がなく、2線式ケーブルをその

まま使用してインターホンにも監視カメ

ラにも対応することができるオールイン

ワン・タイプの製品である。T24 IP 

Door Stationは、連絡をしてきた来訪

者の映像を常時録画し、正門ゲートの入

退場を確認することができる。

　さらに、正門付近のセキュリティの強

化用として、守衛室の上部に、マイクと

スピーカを内蔵し、パノラマ映像を記録

することができるQ24を設置した。こ

れにより、守衛室付近の不審者に対する

声掛けや警告を発することや、守衛室付

近の音声を聴き取ること、さらに付近の

広範囲の映像を録画することもできるよ

うになった。

　この2つの複合映像機器を導入したこ

とで、インターホン用ケーブルの延長も

監視カメラ用ケーブル敷設も行わずに済

んだ。そして、警備員常駐型警備からIP

活用型警備に切り替えるとともに、これ

まで以上のセキュリティを確立すること

ができた。 

わずか2つの複合映像機器で実現した
IP活用警備への転換
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　ドイツにあるヘリスト工業団地は、敷

地460ヘクタール（約4k㎡）の敷地内に

90社以上が120の工場、80以上の研究

施設やオフィスを構え、約22,000人が

従事している。この工業団地の高い水準

の警備を実現するため、フリアーシステ

ムズの赤外線カメラに導入した。

【セキュリティの確保】

　ヘリスト工業団地の安全管理会社は、

2km四方の4k㎡という広大な敷地を24

時間365日監視警備することが不可欠で

ある。特に境界警備の場合、夜間の低照

度あるいは暗闇という状況の中でも、高

水準のセキュリティを維持しなければな

らない。

しかし、当初設置したCCTVカメラでは、

このような条件でその役割を十分果たす

ことができないことがわかったため、安

全管理会社は対策を講じる必要に迫ら

れ、解決すべき問題点を洗い出した。

【解決すべき問題点】

●夜間での鮮明な映像を確保

　屋外の低照度あるいは暗闇という状況

の中で、低照度対応に優れたCCTVでも

鮮明な映像を確保することは非常に困難

である。しかも境界付近には樹木をはじ

め煙や粉塵、霧や雨などの障害物にも対

応することが不可欠だった。

●照明設備の設置

　工業団地という性格上、あらゆる場所

に照明設備を設置することができるわけ

ではない。つまり、照明設備の有無にか

かわらずに警備監視を行うことが不可欠

である。

●太陽光対策

　これまでのCCTVカメラでは、昼日で

の撮影時に太陽光が直接でも間接でも差

し込むと鮮明な映像を確保することがで

きない。

●投資費用

　監視警備を強化する場合、カメラ台数

だけでなく設置用柱や電力線およびその

敷設工事も含めて費用がかかる。そのた

め、いかに効率的にカメラを設置するか

が重要となる。

【導入機種の決定】

安全管理会社は、問題点を最善に解決で

きる対策として、フリアーシステムズの

赤外線カメラFLIR SR-313とSR-324

の採用を決定した。画角が13度×10度

の35㎜の単焦点レンズを搭載したSR-

313は、検知距離が約780m、認識距離

が約190m、識別距離約97mの性能を有

する。画角が24度×19度の19㎜の単焦

点レンズを搭載したSR-324は、検知距

離が約450m、認識距離が約112m、識

別距離約56mの性能を有する。

【導入効果】

●長い検知距離

　視覚コントラストに依存するCCTVカ

メラと異なり、人間と周囲との温度差を

検出する赤外線カメラSRシリーズは、

長い検知距離でも機能を発揮することが

できる。400m以上先までの検知が可能

で、その結果カメラ設置台数を削減する

ことができた。

　また、遠方にある立ち入りが不可能区

域の監視にも適用できるため、これまで

死角となっていた区域の監視も可能と

なった。

●動体検知の識別

　CCTVカメラは風で揺れる樹木や枝葉

の動きにも反応してアラームが動作して

いたが、赤外線カメラSRシリーズはこ

のような誤動作することほとんどがな

い。それにより、現地を確認する出動回

数が大幅に減少し、管理負担を軽減させ

ることができた。

●費用対効果

　これまでの問題を解決することができ

たフリアーシステムズの赤外線カメラ

FLIR SR-313とSR-324の導入だが、費

用抑制の面でも大きく寄与した。設置台

数の抑制、設置工事費の削減などのイニ

シャルコストと、誤動作による出動回数

の減少や、照明費用のカットなどによる

ランニングコストの両面から、費用対効

果を高めることができた。 

FLIR SR-313とSR-324、
ドイツの工業団地の境界警備に導入
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セコニックは、放火や不審火を早期発

見し、火災発生を未然に防ぐ画像解析型 

火煙監視警報システムを開発し販売を開

始した。本システムは、画像解析ソフト

ウエアの開発についてはシー・イー・

デー・システムが担当し、セコニックが

全体システムを設計するという共同開発

により完成した。

■システムの概要

現在の「消防法」では、空気の流動す

る屋外や井の高い屋内は火災警報器の設

置義務がなく無防備な状態にある。本シ

ステムは、高度な画像解析技術により映

像から炎および煙だけを検知して、早期

に火災を発見し発報する。

■システム構成

本システムの基本構成は、画像解析型

火煙監視警報システムを搭載したPCと

そのモニタ、画像センサを搭載した監視

カメラ4台となっている。

■システムの特徴

● 炎や煙などを感知器が設置できない野

外や建物の外周部などで活用するこ

とで、放火や不審火を早期発見するこ

とができる。

● 画像センサが炎や煙そのものを素早く

正確に感知し、その画像を解析する。

● 既設の監視録画システムや火災警報シ

ステムへの接続や統合が可能。

● スピーカや非常放送設備に接続して、

不審火発見時に警報や音声を発報し

周囲に警告を促すことが可能

● 画像センサは監視カメラとしても使用

でき、また本センサの霧消機能により

映像の鮮明化が可能

● 本システムは、消防機関である画像解

析研究委員会が審議した技術を活用

した汎用パッケージで、財団法人日本

消防設備安全センターの審査を経て、

消防IT推奨第2号認定を取得してい

る。

■検知原理

火種→発煙→発火→延焼に至る「火煙

発生アルゴリズム」について、長年にわ

たる解析研究や実証実験を重ねてきた結

果、火炎と煙の特長を捉えることに成功

し、確実に火煙を検知することができる

ようになった。具体的な火煙の特徴とは

次の通りである。

●火災は赤色系（色温度）

●火炎は明るい（発光輝度）

●火元の火炎は常に揺れながら成長

● 火災の初期段階では白煙の場合もある

が、おおむね不完全燃焼で黒煙の傾向

がある

● 煙の蔓延で背景が隠蔽されてしまい、

映像の透過性を失うことが多い。

■主な用途

屋外では、霧や雨や雪など悪天候の状

況下でも画像を鮮明化して、昼夜24時

間にわたる監視品質を高めることができ

る。このことから、下記の用途を想定し

ている。

● 商店街アーケード、スーパーマーケッ

トなどのオープンスペースでの火災

監視

●マンション外周部などでの火災監視

●トンネルでの事故や災害の監視

●鉄道、道路などでの火災監視

●ガソリンスタンド、石油プラントなど

発火性の高い燃料などの保管場所での火

災監視

■主なシステム仕様

● 映像仕様：NTCS（カラー）コンポジッ

ト信号、処理解像度（720×480）、水

平解像度（400TV本以上）

● 検知反応時間：NTCS（カラー）コンポ

ジット信号、 15秒から30秒までの煙、

煙の濃淡など。ただし、拡散状況で可

変

● 警報出力：音声出力、画面による火災

発生の表示

 

セコニック、
画像解析型火煙監視警報システムを発売

58 |   May/Jun 2012

新製品情報

58_新製品情報_セコニック_may_2012.indd   58 12/05/11   17:18



　日立国際電気は、HD-SDI規格の監視

カメラシステムHD-SDeyeシリーズと

して、監視カメラKP-HD1001とKP-

HD1005の2機種、マルチユニットMU-

HD101を発表した。さらに、フルHD対

応ネットワーク監視カメラシステム

ISnex-HDシリーズとして、マルチWEB

エンコーダ・デコーダ、デジタルレコー

ダも発表した。

【監視カメラ】

　KP-HD1001とKP-HD1005は、1/3

型220万画素MOSを搭載している。ま

た適応型ノイズ除去により、最低被写体

照度0.2ルクスを実現。また、低照度環

境ではデイ＆ナイト機能により24時間

365日連続監視に対応している。非圧縮

映像伝送により、遅延がほとんどないリ

アルタイム表示を実現している。主な特

徴は次の通り。

●高精細／高画質フルHD

•適応型ノイズ除去機能

高感度対応の適応型ノイズ除去機能によ

り、低照度環境下でも残像が少なく、動

きに強い映像を提供する。

•WDR機能

照度差の大きい環境で威力を発揮する

WDR（ワイド・ダイナミック・レンジ）

機能を搭載して、明部と暗部双方を鮮明

に表示する。

•適応型かすみ除去機能

屋外監視での霧や靄、降雪や豪雨などの

自然現象、光化学スモッグや煙などによ

る見づらい映像を、適応型かすみ除去機

能により明瞭な映像に補正する。

●既設同軸ケーブルでHD画像を実現

　カメラ映像を同軸ケーブル経由でフル

HDの高精細映像で伝送し、マルチユ

ニットでデジタル・インタフェースの

DVIに変換して、モニタに表示する。

●最大300m伝送

　マルチユニットと組み合せることで

300mまで同軸ケーブル配線可能、HD-

SDI非圧縮では最大100mを伝送する。

●遅延の少ないリアルタイム監視

　非圧縮または可逆圧縮伝送を採用して

いるHD-SDeyeでは遅延が少なく、ほ

ぼリアルタイムで表示する。

●各種出力方式でのモニタリング

　DVI／アナログRGB／NTSC出力に対

応していることから、様々な設置環境で

のモニタリングに対応する。

【マルチユニット】

　マルチユニットMU-HD101は重畳電

源やケーブル補償機能を持ち、HD-SDI

非圧縮では最大100mの伝送距離を、

HD-VCL可逆圧縮では最大300mの伝送

距離を可能とした。映像入力はHD-

SDI1チャネル、映像出力はHD-SDIス

ルー／DVI／アナログRGB／NTSCの各

1チャ

ネルと

なって

いる。

【マルチWEBエンコーダ】

　マルチWEBエンコーダPT-IP1900T

は、広域の集中監視が可能なネットワー

ク対応、フル

HDからVGAま

で映像をシーム

レスに伝送できる、映像入力はアナログ

カメラ9台そしてHD-SDIカメラ2台を接

続可能。さらに、シリアル・インタフェー

ス接続で電動カメラを制御する専用ケー

ブルを揃えて、電動カメラの遠隔監視操

作も実現する。

【マルチWEBデコーダ】

　マルチWEB

デコーダPT-IP 

2500Rは、ネッ

トワーク監視機

器のフルHDからVGAまでの映像を受信

し表示可能、また、モニタ2台によるマ

ルチビューアに対応、さらにUSBマウ

スによるPCレスでのカメラ選択および

制御を自在に実現する。画面表示につい

ては、フルHDカメラの高精細映像の全

画面表示や多分割表示など、監視環境に

合わせたモニタリングを実現する。

【ネットワークデジタルレコーダ】

　デジタルレコーダSR-N5021-HD／

N5510-HDは、IPネットワークでWEB

エンコーダやネットワークカメラからの

映像や音声をH.264／MPEG-4／JPEG

／ADPCMなどで記録する装置である。

標準タイプのSR-N5021-HDは2TBの

HDDを搭載し、最大8チャネル同時記録

が可能。大容量タイプのSR-N5510-

HDは16TBのハードディスクを搭載し、

最大32チャネルの同時記録が可能。

　また、多画面分割表示やライブ映像と

録画映像を画面に同時表示する機能、ア

ラーム検知表示機能のほか、日時指定や

アラーム検索などの検索機能、パスワー

ドによるアクセス制限機能などを装備し

ている。 

日立国際電気、HD-SDI規格機器を発表
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【バーチャルセンサーの概要】

　従来の映像監視システムでは、セン

サーが必要な場合に別途設置する必要が

あり、コスト面や追加設置などに難点が

あった。本システムは、任意設定のライ

ン（バーチャルセンサー）をセンサー役と

して、接触する物体の有無を自動的に判

断する機能を有している。そのため、既

設カメラの映像にもセンサーとしてセッ

トすることができる。さらに、センサー

が反応した日時と映像をデータベースに

保存し管理者へ発報するという、センサー

単独では成し得なかった機能を持つ。

　つまり、バーチャルセンサー画像解析

技術を応用して、ネットワークカメラ映

像を利用してセンサー機能を付加するソ

フトウエアである。

【バーチャルセンサーの特徴】

● 監視現場でのセンサー本体の設置が不

要。

● センサーの設定や変更が、マウスでラ

インをドラッグするだけで簡単に操作。

● 数少ない機器構成のため、非常に低コ

ストで最新システム導入を実現。

● 発報時の前後の映像を動画像として記

録。

● ローカルでもインターネット回線経由

のどちらでも利用可能。

【バーチャルセンサーの基本構成】

　監視区域側に必要な機器は、ネット

ワークカメラ（各社のカメラをサポー

ト）、ルータ、通信回線、そしてインター

ネット経由の場合は100Mbps以上の光

ネット回線への加入である。監視側に必

要な機器は、映像を解析する本ソフトウ

エアをインストールした専用パソコンで

ある。

【バーチャルセンサーの種類】

■単純センサー（赤ライン）

赤ラインに触れる変化が、映像に生じた

時に反応する。設定できるライン本数に

制限はない。本センサーは、接触や侵入

の検知またドア開閉検知向きである。

■二重センサー（緑ライン）

2つのセンサーに同時に触れる変化が、

映像に生じた時に反応する。一定時間接

触または滞在した時に反応するまでの時

間設定が可能。1画面で4組8本ライン本

数を設定できる。不審者検知や非常事態

検知などの屋外警備に好適だ。例えば、

下のラインにだけ接触した犬や猫などの

小動物には反応しない。また、家の中で

住人が動いても、上のラインしか触れな

ければセンサーは反応しない。しかし、

不審者が窓の外に立ち上下両方のライン

に触れると、センサーが反応し発報する。

■方向センサー（赤青ライン）

映像に変化が生じた時、それが赤ライン

に触れると反応するが、青ライン側から

触れている場合は反応しない。1画面に

4セットのライン本数を設定できる。本

センサーは逆進入検知に最適だ。

【バーチャルセンサー仕様】

■本体仕様は下記の通り。

対 応OS：Windows 7、Vista、XP、

2000（32bit版のみ）／CPU：インテル

Core2Duo以上／メモリ：4GB以上／

通信環境：光通信回線100Mbps以上の

通信速度を推奨。

■機能項目は下記の通り。

● 映像表示：任意のネットワークカメラ

に接続し映像を取得、表示

● 設定：カメラ映像上でのマウス・ドラッ

グ操作で、単純センサー、二重セン

サー、方向センサーを設定

● カメラ管理：登録や修正、削除や一覧

表示で管理

● 発報通知：バーチャルセンサー反応時

に、映像ポップアップとアラーム音で

通知

● 発報ログ表示：発報日時、映像、セン

サー情報を一覧に表示

● 発報ログ検索：発報日時、カメラ情報、

センサー情報を指定して検索

● 発報ログ出力：指定期間の発報ログを

CSV形式で出力

● 警戒セット：バーチャルセンサー警戒

のON／OFFがセット可能 

ネットカムシステムズ、バーチャルセンサーを発売
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■ 110番通報装置 
ECP100

・金融機関などに設置する警察機関への自動通報装置
・ボタン押下により、緊急事態発生を素早く通知
・通報状態表示器により、通報動作の確認が可能（オプ
ション）
・制御部と受話器を一体化することで、省スペース化、軽
量化を実現

アツミ電氣
URL：www.atsumi.co.jp
☎：053-428-4111

■ HDビデオ・エンコーダ 
Picolo.net

・25／30fpsの1080p映像をRG59同軸ケーブル経由で100m以上送信
・イーサネット10／100／1000ベースTでLAN接続
・個々の映像入力で個別制御が複数可能
・4系統のHD-SDI／HDcctv映像入力
・警報入力4系統, 出力4系統
・2つのPTZ機器をサポート
・H.264による圧縮

Euresys／ベルギー
Email：sales@euresys.com

■ 指紋認証機器 
RAC-960PEF／PMF 

・認証のスクリーン表示とHTA-860PMカードへの記録
・使用記録容量が90％になると警告を表示。容量100％までデータを記録。
・PC通信用にRS-485とTCP-IPを装備（RS-485接続で255セットまで 
拡張）
・大型LCDに日時／会社名などを表示．
・青色バックライト付きキーパッド。
・基本モデルで950名分にアクセス可能。
・迅速な1：1および1：Nの認証

Hundure Technology／台湾
Email：overseas@hundure.com

■ メガピクセルカメラ 
IQeye 7 Series

・720p時60fps、1080p時30fps、5メガピクセル時10fps
・正確なフォーカスを実現する遠隔バックフォーカス
・着脱可能なIRフィルタによるデイ／ナイト
・5メガピクセルまでの解像度
・H.264とM-JPEG圧縮
・2方式の音声

IQinVision／米国
Email：marketing@iqeye.com

■ サーマル・ネットワークカメラ 
AXIS Q1922

・IP66／NEMA 4X規格の防塵・防水性能（屋外型）
・－40℃から50℃までの耐寒・耐熱性
・屋内モデル2機種、屋外モデル4機種
・H.264／Motion JPEGの圧縮方式
・VGA解像度で30fpsの映像配信
・AXIS Q1921の上位機種
・IK10耐衝撃性能（屋外型）

アクシスコミュニケーションズ
URL：www.axiscom.co.jp/
☎：03-5312-5232

■ 超高解像度ドームカメラ 
HDC-960N シリーズ

・2D-DNR（Digital Noise Reduction）
機能によるノイズ除去
・プライバシ・ゾーン・マスキング機能
・逆光補正機能（BLC, HLC）
・高解像度650TV本
・52万画素
・動体監視、

ハネウェルジャパン
URL：www.honeywell.co.kr/security/english
☎：03-6730-7195

■ 960H DVR
・スパートフォンとiPadを含むマック・システムをサポート
・表示、再生、録画用の3系統のストリーミング
・4／8／16チャネル 960Hリアルタイム・レコード
・CMSで電子地図をサポート
・高精細なHDMI1080p出力
・e-SATAによる外部接続
・Linuxベースのシステム

iCatch／台湾
Email： marketing@icatchinc.com

■ コンビネーション・ネットワークカメラ 
DG-SC386

・ズーム機能とパン／チルト機構と連動した自動追尾機能搭載
・2台以上のカメラ間で、対象物の追尾撮影が可能
・水平360度エンドレス旋回、・垂直回転－15～

185度の高精度パン／チルト機構を搭載
・光学36倍ズームレンズ
・屋内PTZモデル

パナソニックシステムネットワークス
URL：www.panasonic.co.jp/snc/psn/
☎：0120-878-410
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■ IR弾丸型カメラ 
IB1-514B40 

・ダイナミック3軸により、壁／天井／支柱／テーブル設置が可能
・全面ガラス部はIP68規格の防水、耐霧（結露防止）
・1／3インチSony製スーパHAD2 CCD, 600 TV本
・6～50mmのデイ／ナイトICRレンズ
・2-D／3-DのDNR, D-WDR
・IR距離は暗闇で100m
・ファンとヒータ付き
・予備の映像出力端子

PST Systems／韓国
Email：sales@pstsys.co.kr

■ フルHD-SDI DVR 
SVM-2016HD

・ユーザ・フレンドリなインタフェースとGUI
・フルHD-SDI表示と録画（HDMI、4／8／16チャネルで120fpsを1080p
対応）
・強力で高機能なサーチツール（全方位サーチ、個々部分の繰り返し再生）
・高速のネットワーク＆中央表示システムをサポート
・再生時の実況表示
・様々な分割表示

Secu-Vision／韓国
Email：sales@secu-vision.com

■ 一体型カメラ用ズームレンズ 
DF010NL

・2メガピクセル／Full HD対応、水平画角93度、F／1.2を実現
・3インチ・ミニドームカメラに搭載可能なコンパクト設計
・多様化するCMOSセンササイズを考慮した有効像円設計
・IR投光用LEDの取り付けに配慮した機構設計
・遠隔操作アプリケーション対応
・IR切り換え機構搭載で24時間監視可能
・周辺解像度をさらに向上

タムロン
URL：www.tamron.co.jp
☎：048-684-9129

■ 耐破壊型ネットワーク・ドームカメラ 
FD8335H

・デイ／ナイト機能用の着脱可能IRカット・フィルタ
・H.264、MPEG-4、M-JPEGの3方式圧縮に対応
・高いコントラスト状況でも視界を確保するWDR
・最大30fps（1280x720：720p時）
・Pアイリスの3～9mmバリフォーカル・
レンズ
・20mまで届くIR照明を内蔵
・1メガピクセルCMOSセンサ

VIVOTEK／台湾
Email：info@vivotek.com

■ ネットワーク・ビデオレコーダ 
NV1000

・本体へのディスプレイ直接接続により、店舗内でも常時監視が可能
・国内外主要メーカのネットワークカメラを最大32台まで接続可能
・ハードディスク容量を最大20TBまで常設可能
・RAID（1,5,10）対応で、ユーザのニーズに合わ
せたデータ保存が可能
・スマートフォン対応で、ネットワークを介して
「いつでも」「どこからでも」閲覧可能

サクサ
URL：www.saxa.co.jp
☎：03-5791-3930

■ 屋外用圧電式押しボタン 
SD-6x76SSQ

・2A@30VDCに2つの個別に設定できる出力による接続（NO／NC）
・ボタンを押したときに緑から赤に変わるLED外周リング
・無作動時の個別のマニュアル・オーバー
ライド・ボタン付（SD-6176-SSVQと 
SD-6276-SSVQ）
・屋内外用圧電式押しボタン（IP65）
・タイマーかトグルによる出力

Superior Electronics／台湾
Email：info@superior-elec.com

■ ハンズフリー防水壁埋込端末 
N-8033MS

・フットスイッチなどを接続することで、両手がふさがった状態でも外部
スイッチにより他の端末を呼び出して通話が可能
・端末表面の医薬品や清掃用薬品への耐性を強化
・病院の手術室などへの設置に最適
・IP65相当の防滴・防塵性能

TOA
URL：www.toa.co.jp
☎：078-303-5631

■ スタンドアロンDVR 
HD800H

・iOSとアンドロイド・プラットフォーム／イベント告知やJAVAビューワ向
けSNS向け携帯用HDストリーミング
・標準SMPTE 292MでHD-SDI映像入力（1,080p／720p複数信号入力）
・最大HD1080pで120fps、HD720pで240fpsを録画
・外部ストレージは最大64TB, e-SATAで28TB
・インテリジェント電源喪失回復システム
・16fpsで1080pを4チャネルで再生

Webgate／韓国
Email：sales@webgateinc.com
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ユーザの視点に立った導入事例の紹介を望む
ユーザがセキュリティについて一番欲しい情報は、実は具体的な導入事例である。しかし、これまでに貴誌が紹介
してきた導入事例の記事は、まず記事そのものが少ないことと、システム構築社や施工側が伝えたい内容のものが多
かったように思う。確かに導入側すなわちユーザ側から詳細な情報を提供することが難しいだろう。
そこで、せめて、抱えている課題とその解決策について、できるだけ多くの事例を掲載してもらうことから始めて
いただきたい。その記事から、求めている答のヒントだけでも見つけられるかもしれないから。

（神奈川 小売業）

既存の機器をさらに活用できるアイデア
既に数年前にIPネットワークカメラ・システムを導入したが、その後想定外の環境、具体的には夜間での映像監視
を追加する必要が出てきた。納入したシステム構築社に連絡すると赤外線カメラ増設を提案してきた。しかし、配線
を含めて追加工事を発注するのは厳しかった。結局、追加人感センサとLED照明を導入して対応したが、このように、
既存の機器を活用しながら、システム増強をするアイデアを紹介してほしい。

（東京 管財会社）

日本メーカはどこに進むべきか
世界のセキュリティ産業市場における日本メーカは、社数でも数量でもシェアが減少していると聞く。これだけで
判断すると「日本メーカよ、ガンバレ！」と言いたくなるが、日本メーカの製品の大半が海外工場で生産しているの
で、説得力に欠ける。それよりも、ハードウエアばかりを優先した「ものさし」による考え方を変える必要があるの
ではないか。そして、目指すべき進路は、ハードウエア生産だけでなく、ソリューションを構築し提案できる能力も
持ったソリューション・プロバイダではないだろうか。

（神奈川 システムコンサルタント）

「読者の声」を募集しています。
本誌では、セキュリティに関する読者の皆様のご意見やご提案を募集してい
ます。セキュリティ機器やシステムを供給している側、セキュリティ・システ
ムを既に導入あるいは導入を予定している側、いずれの側からの応募をお待ち
しています。ただし、特定企業や団体または個人に対する誹謗中傷または批判
的な内容はご遠慮ください。
一例を挙げると、導入する場合の手順はどのように進めれば良いのか。導入
前の事前説明についてはどこに相談すべきなのか。メーカなのか販売会社なの
か、システム構築企業や設置施工企業なのか、それともセキュリティ・コンサ
ルタント企業なのか。セキュリティに関する疑問や意見また提案など、セキュ
リティ関連であれば詳細は問いません。掲載する場合は匿名扱いとしますので、
個人情報が漏洩することはありません
なお、具体的な導入相談については、導入条件や環境についてできるだけ具
体的な内容をご連絡ください。ご応募をお待ちしております。

a&s JAPAPAP N編集部
TTEELL：：0033-66220066-00444488
FAFAF XAXA ：03-6206-0452
MAIL：info@asj-corp.jp

読者の声
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Ver2.0

録画ソフトウェアの
メインストリーム

防
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Ver2.0
高機能！簡単操作の録画ソフトウェア

新発売！

●カメラ中継ソフトウェア [NetCam GATE]

同時録画台数9台、16台、32台、64台用をラインナップ

・多彩な分割画面 (4分割～最大24分割画面 )
・マルチベンダ対応で複数メーカーのネットワークカメラ混在可能
・MAP画面表示機能、カメラツリー表示機能を搭載
・デュアルモニタ対応 ( ライブ分割画面最大48分割表示可能 )

・ネットワークカメラへの接続セッション数を増やします
・ホームページでのカメラ公開や、多拠点でのアクセス性を向上させます

●バーチャルセンサー [NetCam VS]
・ネットワークカメラによる仮想センサーです
・画面上に自由にセンサーラインを描画できます。

●ネットワークカメラ録画サービス [さば録 ]
・クラウド方式で現場に録画機器が不要
・メンテナンスフリー
・どこでも閲覧可能
・http://sabaroku.net
当社はネットワークカメラ関連ソフトウェアをすべて自社開発しております。
個別カスタマイズ・OEMのご要望・ご相談お受け致します！

H.264対応

●車両ナンバー認識 [ナンバーアイ ]
・独自の認識アルゴリズムで一から設計。
　高性能・低価格を実現
・誤認識調整やご当地ナンバー等にも迅速に対応可能。

ネットワークカメラ録画サービス [さば録 ]

株式会社ネットカムシステムズ
E-mail:netcam@netcam.co.jp
URL:http://www.netcam.co.jp
■本社・秋葉原ショールーム
東京都千代田区外神田3-10-3
プライム秋葉原ビル7F
TEL 03-5207-8591
■大阪支店
大阪府大阪市淀川区宮原5-1-18
新大阪サンアールセンタービル9F
TEL 06-4866-6431


